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張
作
霧
政
権
下
の
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永
江
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中
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は

じ

め

張
作
震
の
東
北
地
域
政
擢
(
以
下
、
張
作
祭
政
権
と
略
。

〈

1
〉

史
等
の
親
酷
か
ら
様
々
な
分
析
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
や
や
も
す
れ
ば
政
権
の
性
格
は
張
個
人
の
属
性
と
野
心
に
婦
せ
ら
れ
、
政
擢
の

支
配
の
抑
匪
的
側
面
と
そ
れ
に
劃
す
る
人
民
の
抵
抗
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
以
上
の
解
樺
か
ら
で
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
問
題
、
つ
ま

一
九
二
ハ
l
二
八
年
〉
に
封
し
て
は
白
中
関
係
史
・
「
軍
閥
」
研
究
そ
し
て
近
年
は
地
域



り
政
権
が
地
域
社
舎
を
統
治
す
る
に
あ
た
っ
て
何
を
約
束
し
、
ど
の
程
度
貫
行
し
、
そ
れ
が
地
域
史
的
に
見
て
い
か
な
る
成
果
を
残
し
た
か
、

ま
た
政
櫨
支
持
層
を
中
心
と
す
る
地
域
社
舎
は
政
権
に
何
を
期
待
し
政
局
運
営
に
ど
う
関
わ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
迫
ろ
う
と
考
え
た
。
政
権

を
道
徳
的
基
準
か
ら
評
債
す
る
の
で
は
な
く
、
支
配
の
論
理
と
質
際
と
の
聞
に
生
じ
る
矛
盾
を
通
し
て
地
域
社
舎
に
と
っ
て
の
政
権
の
存
在
意

義
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

提
示
し
た
問
題
に
よ
り
接
近
す
る
た
め
、
時
期
と
匝
域
を
限
定
し
た
い
。
張
作
森
政
権
に
は
①
張
が
奉
天
省
の
質
権
を
掌
握
し
て
か
ら
東
三

省
巡
閲
使
粂
奉
天
省
長
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
(
一
九
一
六
l
一
八
年
)
、
②
安
直
戦
争
を
経
て
第
一
衣
奉
直
戦
争
に
敗
れ
る
(
一
一
一
一
年
)
ま
で
、
③

東
三
省
保
安
綿
司
令
を
自
稽
し
た
時
期
(
「
保
境
安
民
」
期
。
二
四
年
ま
で
〉
、
④
第
二
次
奉
直
戦
争
に
勝
ち
安
園
軍
縮
司
令
と
な
り
北
京
政
府
の

賞
擢
を
握
る
も
、
J

北
伐
箪
の
北
上
に
よ
り
北
京
を
逃
れ
鯖
途
で
爆
殺
さ
れ
る
ハ
二
八
年
〉
ま
で
、
と
い
う
大
別
し
て
四
時
期
が
あ
る
が
、
こ
の

(
2〉

内
最
も
東
北
(
特
に
東
一
一
一
省
〉
地
域
に
密
着
し
て
い
た
の
が
③
の
時
期
で
、
本
稿
も
③
を
中
心
と
し
た
い
。
①
・
②
あ
る
い
は
更
に
朔
っ
て
清

末
新
政
時
期
に
つ
い
て
も
前
段
階
と
し
て
重
要
な
の
で
遁
宜
鰯
れ
た
い
。
匝
域
に
つ
い
て
は
、
政
権
本
来
の
基
盤
で
あ
る
奉
天
省
に
限
定
し
、

(

3

)

 

最
近
研
究
が
出
始
め
て
い
る
東
三
省
地
域
全
瞳
の
統
合
問
題
に
つ
い
て
は
別
の
機
舎
に
論
じ
た
い
と
思
う
。

- 85一

さ
て
こ
こ
で
「
保
境
安
民
」
期
の
奉
天
省
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
王
永
江
を
登
場
さ
せ
た
い
。
王
は
奉
天
省
民
政
・
一財
政
の
最
高
責
任
者

と
し
て
政
権
の
地
域
支
配
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
従
来
は
一
面
的
な
評
債

1
1張
に
劃
し
て
も
日
本
に
封
し

(
4〉

て
も
従
属
的
な
官
僚
と
し
て
の
ー
ー
ー
を
受
け
て
き
た
。
だ
が
先
述
の
問
題
提
起
か
ら
彼
の
考
え
や
施
策
、
存
在
意
義
を
再
検
討
し
な
け
れ
ば
、

結
局
の
と
こ
ろ
政
権
の
性
格
は
張
の
個
性
に
闘
せ
ら
れ
地
域
社
舎
に
と
っ
て
の
政
擢
の
意
味
を
考
え
る
作
業
は
準
ま
な
い
。
つ
ま
り
張
作
寡
政

(
5〉

擢
を
張
中
心
で
は
な
く
王
永
江
を
中
心
に
考
え
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
従
来
の
限
界
を
破
り
た
い
と
思
う
。
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「
保
境
安
民
」
期
ま
で
の
奉
天
省
財
政
と
民
政

清
末
新
政
と
王
永
江

元
来
清
朝
統
治
下
の
東
北
地
域
に
は
、
「
東
三
省
」
と
い
う
呼
稽
は
公
式
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
旗
人
の
統
率
は
盛
京
将
軍
が
、
漢
人
(
民
人
)

の
統
治
は
奉
天
府
府
予
が
捨
首
し
、
前
者
を
「
軍
政
」

・
後
者
を
「
民
政
」
と
す
る
並
行
的
支
配
が
行
わ
れ
て
い
た
。
だ
が
嘗
局
側
が
支
配
系

(
6〉

統
を
分
け
た
反
面
、
寅
際
に
は
漢
人
の
大
量
移
住
が
進
み
次
第
に
民
政
の
重
要
性
が
増
し
て
い
っ
た
。
同
時
に
軍
政
に
も
皐
な
る
旗
人
の
統
率

で
は
な
く
、
漢
人
が
引
起
す
、
例
え
ば
土
地
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
き
た
。
光
緒
三
三
(
一
九
O
七
)
年
、
内
地

と
同
じ
総
督

・
巡
撫
制
に
移
行
し
た
背
景
に
は
、
援
大
す
る
漢
入
社
舎
の
追
認
と
そ
れ
に
見
合
う
行
政
組
織
の
整
備
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。

初
代
穂
督
・
徐
世
昌
に
は
、
地
域
の
新
し
い
漢
入
社
舎
の
協
力
を
得
つ
つ
内
地
並
み
の
行
政
組
織
を
整
備
す
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
嘗

初
、
資
金
は
潤
津
で
あ
司
た
。
最
後
の
盛
京
将
軍
・
越
爾
巽
が
残
し
た
六
百
数
十
寓
商
の
黒
字
と
、
徐
が
赴
任
す
る
に
あ
た
り
北
京
の
度
支

(

7

)

 

部
(
戸
部
か
ら
改
稽
〉
が
支
給
し
た
「
賠
款
務
徐
銀
(
賠
償
金
の
徴
集
額
を
英
貨
誘
に
換
算
し
た
る
剰
徐
)
」
三
百
寓
閉
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
徐
は

(
8〉

こ
の
資
金
を
元
に
改
革
に
強
い
一
意
欲
を
見
せ
、
自
治
研
究
所

・
議
員
養
成
曾

・
調
査
員
宣
講
所

・
諮
議
局
簿
掛
慮
等
、
次
々
に
新
し
い
機
闘
を

設
立
し
た
。
だ
が
新
設
機
関
の
必
要
性
を
充
分
に
討
議
す
る
こ
と
な
く
、
徐
の
濁
断
で
人
選
も
行
わ
れ
た
結
果
、
「
奉
天
の
官
場
は

一
時
に
濫

(

9

)

(

叩
)

吏

の

府

と

慶

じ

」

た

。

直

接

商

務

舎

に

の

し

か

か

っ

- 86ー

た
。
徐
は
人
望
を
失
い
、

ま
た
東
三
省
総
督
公
署
の
改
築
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
土
木
工
事
費
用
の
負
捲
は
、

(
U〉

元
一
商
務
曾
曾
長

・
孫
百
餅
の
弾
劾
も
あ
り
、
郵
俸
部
向
室
百
粂
津
浦
鍛
道
督
排
へ
轄
任
さ

宣
統
元
(
一
九
O
九
〉
年
、

せ
ら
れ
た
。

も
っ
と
も
徐
世
昌
の
失
敗
の
裏
に
は
、
「
我
が
閣
は
園
家
行
政
・
地
方
行
政
に
於
い
て
向
一
定
の
擢
限
無
く
、
亦
国
家
税

・
地
方
税
の
別
無

(

ロ

)

く
」
と
い
う
地
方
の
行
政

・
財
政
の
範
園
の
未
確
立
が
あ
司
た
。
そ
れ
を
救
済
す
る
意
味
で
も
一
商
務
舎
を
は
じ
め
と
す
る
「
法
圏
」
と
彼
ら
が



ハ

日

〉

掃
属
し
て
い
た
「
紳
商
」
層
の
協
力
は
不
可
絞
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
日
比
〉

「
行
政
・
警
察
中
の
一
大
部
分
」
で
あ
る
「
衛
生
・
清
疫
・
潔
道
・
消

〈

日

)

防
・
醤
院
」
の
「
牧
捕
の
掛
法
」
は
寸
則
ち
警
局
或
い
は
地
方
官
の
紳
董
と
舎
同
し
て
按
数
せ
る
を
以
て
徴
放
し
、
互
相
に
出
入
を
稽
査
す
」

「
畝
摘
の
牧
款
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
主
に
紳
一
商
が
と
り
し
き
っ
て
き
た
の
で
し
ば
し
ば
(
官
吏
と
の
)
衝
突

(

時

〉

が
起
き
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
表
現
は
多
少
誇
張
気
味
だ
が
、

一
「
官
吏
に
監
督
の
樺
無
く
、
紳
-
商
に
把
持
の
柄
有
り
」
と
い
わ
れ
た
。

特
に
商
務
舎
は
前
将
軍
・
廷
擦
の
時
に
銀
一
寓
雨
を
用
立
て
警
察
局
の
た
め
に
月
額
一
高
一
千
園
を
代
牧
し
て
警
察
・
衛
生
の
鰹
費
に
充
て
さ

〈

げ

〉

せ
て
お
り
、
徴
税
行
震
を
媒
介
と
す
る
警
察
界
と
の
つ
な
が
り
が
強
か
っ
た
。

徐
世
昌
の
後
任
・
錫
良
は
基
本
的
に
は
徐
の
方
針
を
継
承
し
た
。
但
し
徐
の
残
し
た
赤
字
の
解
消
は
容
易
で
は
な
く
、
城
・
鎮
・
郷
の
自
治

(

問

〉

舎
経
費
に
つ
い
て
は
「
就
地
自
答
」
を
認
め
た
。
錫
良
は
徐
世
昌
と
比
べ
て
紳
一
商
屠
の
意
見
に
理
解
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
日
本
・
ロ
シ
ア
雨
圏

(

四

)

の
侵
略
に
紳
経
を
と
が
ら
せ
園
舎
の
早
期
開
設
を
求
め
る
諮
議
局
議
長
・
呉
景
糠
ら
の
陳
情
を
同
情
を
も
っ
て
報
告
し
て
い
る
。

(

m
出

〉

(

幻

〉

紳
一
商
層
の
影
響
力
は
人
事
面
に
も
及
ん
だ
。
王
永
江
は
事
友
・
亥
金
鎧
の
依
頼
で
闘
東
州
の
警
察
制
度
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
提
出
し
、
そ

れ
が
契
機
と
な
っ
て
震
の
推
薦
で
光
緒
三
三
年
に
遼
陽
警
務
事
堂
の
事
監
に
就
任
し
て
い
る
。
震
は
遼
陽
の
漢
軍
旗
人
地
主
の
出
身
で
、
日
露

戦
争
後
に
郷
圏
を
組
織
し
自
ら
も
遼
陽
巡
警
局
長
を
務
め
た
。
王
が
衰
の
よ
う
な
紳
誌
の
推
薦
で
官
界
入
り
し
た
こ
と
、
警
察
行
政
か
ら
入
つ

〈

幻

〉

た
こ
と
は
嘗
時
の
奉
天
省
の
事
情
を
反
映
し
て
い
る
。
錫
良
は
王
を
遼
陽
警
察
署
長
に
抜
擢
し
た
時
、
自
信
を
も
っ
て
報
告
し
た
。

一
九
一
一
年
に
趨
爾
巽
が
綿
督
と
な
っ
た
。
越
は
膨
張
す
る
軍
事
力
を
警
察
制
度
の
完
備
に
よ
っ
て
抑
え
る
こ
と
、
ま
た
財
政
の
整
理
を
方

(

お

〉

針
と
し
て
掲
げ
た
。
そ
の
改
革
は
辛
亥
革
命
の
勃
震
に
よ
り
中
断
さ
れ
た
が
、
越
は
諮
議
局
副
議
長
の
蓑
金
鎧
ら
と
協
力
し
て
保
安
公
舎
を
結

(
U
A
〉

成
し
、
こ
れ
に
劉
抗
し
て
つ
く
ら
れ
た
聯
合
急
進
舎
(
舎
長
は
同
盟
曾
曾
員
の
張
熔
)
を
弾
墜
し
革
命
後
の
主
導
権
を
確
保
し
た
。
張
熔
は
じ
め

(

お

〉

幹
部
ク
ラ
ス
の
急
進
舎
舎
員
を
暗
殺
し
、
ま
た
急
進
舎
側
に
つ
こ
う
と
し
て
い
た
新
軍
を
抑
え
た
の
が
、
奉
天
域
内
に
保
安
舎
が
招
き
入
れ
た

中
路
巡
防
壁
統
領
・
張
作
震
で
あ
っ
た
。
張
は
そ
の
。
功
績
。
に
よ
り
第
二
七
師
園
長
に
任
命
さ
れ
、
民
園
初
期
の
奉
天
省
内
で
次
第
に
勢
力

ま
た
理
念
的
に
は
劃
立
し
て
い
た
筈
の
保
安
舎
と
急
進
舎
だ
が
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
し
、

- 87ー
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を
伸
張
さ
せ
る
。

人
脈
面
で
は
複
雑
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る



88 

(

叩

山

〉

(

幻

)

(
例
え
ば
張
格
は
裳
金
鎧
と
同
様
大
地
主
の
出
身
で
愛
と
個
人
的
に
親
し
く
、
支
は
張
か
ら
得
た
情
報
で
草
命
勢
力
針
策
を
練
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
)
。
同

じ
紳
一
商
層
で
も
趨
爾
巽
の
掲
げ
る
漸
進
的
改
革
に
賛
同
す
る
者
が
保
安
舎
、
急
準
的
改
革
を
支
持
す
る
者
が
急
進
舎
に
と
分
化
し
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

一
九
一
二
年
二
月
に
は
鍛
嶺
の
革
命
涯
の
蜂
起
に
際
し
巡
防
陵
を
率
い
て
鎮
座
し
て
い
る

と
い
う
(
但
し
詳
細
は
不
明
で
あ
る
)
。
東
北
の
革
命
勢
力
は
各
地
で
の
小
規
模
な
蜂
起
に
も
失
敗
し
、
大
連
に
潜
伏
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
述

す
る
一
九
二

0
年
代
牢
ば
の
園
民
蕪
系
勢
力
の
撞
頭
を
み
る
ま
で
、
史
料
の
上
か
ら
は
、
上
海
・
畑
蓋
等
の
革
命
勢
力
と
連
絡
を
と
り
あ
っ
て

(

お

〉

存
績
し
た
こ
と
以
外
革
命
涯
の
動
向
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
弾
医
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
断
絶
し
な
か
っ
た
こ
と
は
重

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
革
命
後
の
東
北
地
域
政
治
は
新
政
の
一
つ
の
蹄
結
と
し
て
の
越
爾
巽
の
方
針
を
縫
承
し
つ
つ
も
、
底
流
と
し

て
革
命
勢
力
を
も
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
そ
の
革
命
勢
力
は
少
し
で
も
弾
匪
が
緩
め
ば
顛
在
化
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と

王
永
江
は
嘗
時
、
参
事
と
し
て
趨
爾
巽
を
助
け
、

民
園
成
立
後
の
王
永
江
は
、
各
燃
の
税
措
局
長
を
務
め
た
。
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言
え
よ
う
。

張
作
震
が
鴻
徳
麟
の
率
い
る
第
二
八
師
圏
の
一
部
を
教
唆
し
て
段
芝
貴
(
愛
世

凱
の
腹
心
の
部
下
で
鋲
安
上
終
箪
粂
東
三
省
巡
按
使
)
を
脅
か
し
こ
れ
を
省
外
へ
逃
れ
さ
せ
、
「
奉
人
治
奉
」
の
名
の
下
に
奉
天
省
の
寅
擢
を
掌
握

〈

却

〉

し
た
一
九
一
六
年
、
王
は
再
び
蓑
金
鎧
の
推
薦
で
奉
天
菌
務
慮
長
に
任
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
ほ
ど
な
く
奉
天
全
省
警
務
慮
長
粂
警
察
鹿
長
に
抜

擢
さ
れ
た
。
嘗
時
の
奉
天
で
は
馬
賊
出
身
の
湯
玉
麟
一
涯
が
警
察
界
を
支
配
し
て
お
り
、
清
末
新
政
以
来
追
求
さ
れ
て
き
た
治
安
維
持
の
た
め

の
近
代
的
な
警
察
組
織
の
整
備
と
い
う
課
題
が
放
置
さ
れ
て
い
た
。
王
は
警
察
の
規
律
を
た
だ
し
て
課
題
の
遂
行
に
努
力
し
、

と
湯
玉
麟
の
封
立
も
ひ
き
お
こ
し
た
が
、
能
吏
と
し
て
張
の
厚
い
信
任
を
得
た
。

一
時
は
張
作
震

軍
政
面
で
の
張
作
震
の
、
民
政
面
で
の
王
永
江
・
亥
金
鎧
ら
の
撞
頭
は
、
清
末
新
政
期
の
よ
う
な
。
中
央
。
涯
遣
の
官
僚
が
地
域
の
質
態
に

合
っ
た
上
か
ら
の
改
革
を
進
め
る
時
代
の
終
わ
り
を
意
味
し
て
い
た
。
辛
亥
革
命
時
に
保
安
舎
系
と
急
進
舎
系
に
分
化
し
前
者
が
主
流
と
な
っ

た
紳
一
商
一
層
の
中
か
ら
王
や
愛
が
育
成
さ
れ
張
の
も
と
に
集
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
張
の
武
力
が
こ
の
層
の
利
盆
を
守
る
も
の
と
し
て
王
や
嚢



か
ら
認
知
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

tコ
財

政

問

題

王
永
江
は
奉
天
省
財
政
鹿
長
に
就
任
し
た
。
徐
世
昌
の
失
政
に
よ
る
赤
字
が
元
で
省
財
政
は
苦
境
に
陥
っ
て
お
り
、
前

任
者
の
王
樹
翰
に
至
る
ま
で
一
設
に
は
毎
年
二

0
0
1一一一
O
O寓
元
の
赤
字
が
累
積
し
て
い
た
。
こ
れ
が
王
永
江
が
財
政
鹿
長
に
就
任
し
て
か

(

鈎

)

一
九
一
八
年
に
は
七

0
1
八
O
寓
元
と
な
っ
た
。
二

O
年
の
張
作
震
の
演
説
に
援
れ
ば
逆
に
一

O
O
O寓
元
の
黒
字
が
出
た
と

一
九
一
七
年
五
月
、

ら
減
り
始
め
、

い
ほ
~
王
は
財
政
危
機
を
救
ア
た
「
理
財
能
手
」
と
し
て
張
の
さ
ら
な
る
信
任
を
得
た
。
だ
が
王
が
何
故
短
期
間
で
こ
れ
程
の
難
事
業
を
な
し

得
た
の
か
、
改
善
後
の
貫
態
が
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
等
、
接
心
部
分
に
つ
い
て
は
管
見
の
限
り
同
時
代
の
報
告
は
鯛
れ
て
い
な
い
し
、

中
園
側
の
研
究
者
や
回
顧
録
の
筆
者
も
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
ど
こ
ま
で
が
王
の
業
績
で
ど
こ
か
ら
が
張
作
寡
政
権
全
瞳
の
構
造
に
か

か
わ
る
問
題
な
の
か
も
不
明
瞭
で
あ
る
。

現
時
貼
で
財
政
に
つ
い
て
主
の
名
が
明
確
に
出
て
く
る
の
は
次
の
四
酷
で
あ
る
。
第
一
一
は
、
省
財
政
全
般
へ
の
細
か
い
目
配
り
で
あ
る
。
就

(

沼

)

任
直
後
、
『
盛
京
時
報
』
に
護
表
さ
れ
た
官
管
事
業
に
闘
す
る
基
本
方
針
は
、
将
来
性
を
剣
断
し
て
の
統
慶
合
・
緊
縮
財
政
策
・
開
墾
奨
勘
策

と
い
っ
た
も
の
で
一
見
新
味
は
な
い
。
だ
が
こ
れ
ら
を
根
底
で
支
え
る
税
務
機
構
の
改
革
に
、
王
は
熱
心
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
各
地
の
税
牧

(

お

〉

朕
況
を
調
査
し
て
優
秀
な
税
指
局
長
を
表
彰
し
、
増
牧
地
域
は
徴
税
規
定
額
を
上
げ
、
官
吏
の
牧
賄
や
各
鯨
税
措
局
の
税
の
滞
納
に
罰
則
を
設

(

鈍

〉

け
る
等
で
あ
る
。
園
田
氏
は
、

nu 
oo 

「
従
来
税
牧
の
大
牢
が
省
庫
に
還
付
さ
れ
ず
、
鯨
知
事
・
税
措
局
長
の
た
め
に
着
腹
さ
れ
財
政
鹿
に
虚
備
の
報

(

お

)

王
永
江
の
巌
令
に
て
大
い
に
改
っ
た
」
と
評
債
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
二
四
年
の
こ
と
に
な
る
が
、
王
は
張
作
震
に
上

(

鉛

〉

書
し
て
許
可
を
得
、
税
務
官
吏
の
育
成
を
目
的
と
す
る
「
奉
天
税
務
講
習
所
」
を
設
立
し
て
い
る
。
警
察
行
政
や
税
務
の
責
務
を
経
験
し
そ
の

上
で
最
高
責
任
者
と
な
っ
た
王
永
江
に
は
、
確
か
に
清
末
新
政
時
の
官
僚
と
は
異
な
る
、
そ
の
地
域
の
出
身
者
な
ら
で
は
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
っ

た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
基
本
方
針
は
原
則
と
し
て
趨
爾
巽
の
そ
れ
か
ら
大
き
く
外
れ
て
い
な
い
。
前
節
で
燭
れ
た
以
外
の
趨
の

告
を
致
せ
る
も
の
が
、

89 
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方
針
と
し
て
は
「
冗
員
の
淘
汰
」

「
幣
制
改
革
」
と
い
司
た
貼
が
奉
げ
ら
れ
る
。

(
方
針
)
は
辛
亥
革
命
で
途
切
れ
た
清
末
新
政
時
の
そ
れ
の
復
活
だ
ア
た
と
も
い
え
る
。

「
開
墾
事
業
の
奨
働
」

つ
ま
り
あ
る
意
味
で
は
王
の
改
革

第
二
は
、
短
期
的
な
借
款
の
起
債
と
償
還
の
反
復
で
あ
る
。
一
九
一
六
年
六
月
九
日
に
前
任
者
・
王
樹
翰
が
朝
鮮
銀
行
か
ら
借
り
た
一

O
O

苗
圃
を
一
八
年
に
償
還
し
、
一
六
年
八
月
一
日
に
借
り
た
二

O
O寓
園
を
一
七
・
一
九
雨
年
に
牟
額
ず
つ
償
還
し
、
王
永
江
自
ら
も
一
八
年
四

(

幻

〉

(

m
拍

)

月
二
二
日
に
三

O
O寓
園
の
借
款
を
成
立
さ
せ
た
。
嘗
時
は
世
界
的
に
銀
の
高
騰
期
に
醤
っ
て
お
り
、
金
建
の
朝
鮮
銀
行
券
を
借
り
て
銀
で
返

す
の
は
か
な
り
有
利
な
取
引
で
あ
っ
た
。
王
永
江
は
金
銀
相
場
と
借
款
の
仕
組
み
を
熟
知
し
て
お
り
、
放
に
「
王
財
政
鹿
長
ノ
護
意
ニ
ヨ
リ
」
、

東
三
省
「
官
銀
競
ガ
出
来
ル
丈
多
ク
ノ
金
貨
買
牧
ヲ
賓
行
シ
最
低
額
金
六
十
八
銭
及
七
十
五
銭
ノ
頃
最
モ
多
グ
買
牧
-
一
努
メ
タ
ル
矯
メ
漸
ク
金

(

却

)

銀
ノ
差
額
ニ
ヨ
リ
再
ピ
奉
天
政
府
へ
貸
シ
興
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
今
回
ハ
所
謂
劃
内
借
款
ヲ
以
テ
劃
外
借
款
ノ
填
補
ヲ
ナ
」
す
こ
と
も
で
き
た

の
で
あ
る
。

聞
東
都
督
府
陸
軍
参
謀
部
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

「
金
銀
相
場
ノ
騰
落
ヲ
利
用
シ
巧
ミ
ニ
交
換
ノ
牧
盆
ヲ
以
テ
邦
人
側
-
一
封
ス
ル
一
部
借
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款
ヲ
償
還
シ
タ
ル
功
績
ニ
由
リ
昨
今
其
ノ
名
撃
頓
ニ
揚
レ
ル
ト
同
時
-
一
貫
際
-
一
於
テ
モ
奉
天
省
ノ
財
政
整
理
ハ
能
ク
王
永
江
ノ
手
ニ
由
リ
テ
其

(

必

)

ノ
端
緒
ヲ
得
ツ
ツ
ア
ル
コ
ト
ヲ
確
認
ス
ヘ
シ
」
と
高
く
評
債
し
た
。
無
論
、
奉
天
満
鍛
公
所
が
指
摘
し
た
よ
う
に
「
其
質
借
金
ナ
ル
モ
ノ
ハ
依

(

必

〉

然
ト
シ
テ
残
存
シ
」
た
わ
け
だ
が
、
東
三
省
官
銀
競
は
張
作
震
政
権
に
と
っ
て
重
要
な
護
努
銀
行
で
財
政
麗
長
が
督
排
を
粂
ね
る
慣
例
が
あ

り
、
借
金
も
紙
幣
護
行
に
よ
っ
て
充
分
に
解
消
で
き
る
と
い
う
計
算
が
王
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
三
は
、
東
三
省
銀
行
の
早
期
開
設
に
劃
す
る
反
劃
で
あ
る
。

(

必

)

行
の
開
設
準
備
を
命
じ
た
。
銀
行
設
立
の
目
的
は
、
東
三
省
の
飢
立
気
味
の
各
銀
行
・
銀
競
を
併
合
し
て
幣
制
を
統
一
し
、

券
・
横
、
演
正
金
銀
行
品
?
と
い
っ
た
外
園
紙
幣
を
追
放
す
る
こ
と
に
あ
り
、

一
九
一
九
年
、
張
作
震
は
王
永
江
と
孫
百
餅
〈
奉
天
一
商
禽
曾
長
〉
に
東
三
省
銀

か
つ
朝
鮮
銀
行

二
O
年
一

O
月
二
九
日
に
護
足
し
た
。

資
本
金
は
大
洋
八

O
O高

元
、
そ
の
内
-
諜
は
官
責
四

O
O寓
元
(
奉
天
省
二

O
O高
、
吉
林
・
黒
龍
江
爾
省
が
一

O
O寓
ず
つ
〉
、
民
資
四

O
O寓
元
(
張
作
森
一

O
O高
、
東
一
一
一
省

官
銀
統
と
興
業
銀
行
が
共
同
で
一

O
O高
、
三
省
の
各
商
舎
が
共
同
で
二
O
O寓
〉
で
あ
っ
た
。
寅
際
に
は
民
責
が
五
O
高
元
多
か
っ
た
。
本
庖
は
恰
繭



演
に
お
か
れ
大
洋
票
を
護
行
し
、
中
東
銭
路
沿
線
に
お
け
る
新
た
な
金
融
接
賠
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
。

だ
が
一
該
銀
行
は
経
営
賦
態
が
比
較
的
良
好
だ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

(

必

〉

二
四
年
に
東
三
省
官
銀
競
に
合
併
さ
れ
た
。
王
永
江
は
東
三
省
銀
行
設
立

の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

「
銀
行
其
物
の
創
立
は
賛
成
な
る
も
、
這
は
三
省
の
財
政
整
理
を
完
了
せ
る
後
に
於
て
開
業
す
べ
き
性

(
H
H
〉

「
今
日
東
三
省
銀
行
が
行
詰
れ
る
の
は
理
の
嘗
然
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
彼
の
認
識
で

質
の
も
の
で
今
日
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
反
劃
」
し
、

は
、
東
三
省
銀
行
は
一
行
と
し
て
は
経
営
朕
態
が
良
く
て
も
、
勝
来
的
に
東
三
省
の
中
央
銀
行
た
る
資
質
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ

(

必

)

ろ
う
。
事
賞
、
一
該
銀
行
設
行
の
大
洋
票
は
恰
爾
演
・
長
春
と
中
東
鎮
路
沿
線
の
市
場
に
の
み
流
通
し
、
奥
地
に
は
普
及
し
な
か
っ
た
。

第
四
に
、
一
貫
し
た
軍
事
費
削
減
要
求
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
鏑
れ
る
に
は
、
そ
し
て
前
述
の
三
貼
を
補
足
す
る
意
味
で
も
こ
こ
で
素
描
的

に
せ
よ
嘗
時
の
省
財
政
の
構
造
的
な
問
題
を
ま
と
め
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

現
在
の
と
こ
ろ
省
財
政
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
正
確
な
デ
ー
タ
は
得
ら
れ
な
い
の
で
、
比
較
的
信
用
で
き
る
推
計
を
次
の
二
表
に
ま
と
め

た
。
故
に
民
園
八
・
二
ニ
南
年
は
推
定
珠
算
額
で
、
民
園
一
五
年
は
歳
入
の
推
計
値
で
論
ぜ
ざ
る
を
得
ず
、
情
報
源
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。

「
金
庫
」
は
名
目
的
に
は
北
京
政
府
管
轄
財
政
を
指
す
。
民
園
八
年
に
は
合
計
額
の
約
九
O
%
を
占
め
た
が
二
二
年
に
は
約
七
七
%

- 91ー

表
A
中、

に
落
ち
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
「
省
庫
」
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
紙
幅
の
闘
係
で
こ
こ
に
は
そ
の
論
擦
の
全

(

必

)

も
と
も
と
金
庫
・
省
庫
と
い
う
匝
分
も
巌
密
で
は
な
い
(
例
え
ば
表
A
で
金
庫
の
項
目
に
入
っ
て
い
る
出
産
税
が
別
の
統
計
で
は

ま
た
金
庫
で
は
田
賦
と
援
款
枚
入
の
項
、

て
を
出
せ
な
い
が
、

統
掃
に
含
ま
れ
て
い
る
〉
。

省
庫
で
は
雑
款
・
正
雑
各
費
の
項
が
徴
増
で
、

こ
れ
ら
の
項
目
で
は
あ
る

程
度
見
込
め
る
牧
入
が
決
ま
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
裏
返
せ
ば
こ
れ
ら
を
除
く
項
目
の
増
牧
に
期
待
す
る
し
か
な
い
が
、
表
B
で
民
園
一
五
年

度
の
経
常
歳
入
の
推
計
が
二
千
蔦
元
と
い
う
の
を
み
る
と
だ
い
た
い
と
の
港
り
が
限
界
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
歳
入
全
韓
の
コ
二
%
に

す
ぎ
な
い
。
あ
と
は
所
調
「
臨
時
歳
入
」
で
捕
わ
れ
て
い
る
。

「
臨
時
」
と
い
っ
て
も
財
政
の
正
規
項
目
に
な
い
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
、
裁
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留
の
縫
績
に
よ
り
恒
常
化
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
盤
税
徐
款
の
事
情
を
張
作
震
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

盟
税
借
款
契
約
ニ
劃
ス
ル
東
三
省
ノ
分
捨
額
ハ
年
二
百
二
十
菌
元
ニ
シ
テ
東
三
省
ニ
於
テ
ハ
近
年
徹
底
的
私
瞳
取
締
ヲ
駒
行
セ
ル
結
果
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『奉天省財政統計年鑑』による経常歳入の推定議算額

Lバ三|民園開く元>I民園調∞

金庫 15，759，991 22，521，052 

回 賦 4，058，290 4，558，359 

出 産 税 5，048，370 7，524，687 

正雑各税 3，277，386 5，243，355 

官業l没入 110，467 339，315 

雑枚入 2，755，478 4，276，335 

援款牧入 510，000 570，000 

省庫 1，200，864 6，005，275 

統 掲 688，334 1，140，892 

雑 款 320，218 365，273 

官 業 189，002 4，486，770 

正雑各費 21，310 24，680 

際庫 602，928 722，160 

合 計 17，563，783 29，248，487 

(久閲猛『東三省官銀続論』関東鹿財務部， 1929年， 322頁よ

り。表は久間氏作成のものをそのまま使用。金庫・省庫の各

各の合計値は小項目にあらわれない枚入をも含むと考えられ

る。〉

新京総領事館による民園15年度歳入の推計

瓦ヲト-----1 推定額く元> I歳入全陸に占める割合く%>

く臨時歳入〉 43，500，000 69 

堕税抑留 16，000，000 25 

京奉線l投入 5，000，000 8 

阿片枚入 10，000，000 16 

その他 12，500，000 20 

く経常歳入〉 20，000，000 31 

〈新京線領事館『替政権時代ノ東北財政状態ト満洲園政府ノ財

政状態jJ1933年， 5頁より作成〉
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表A

表B

(
一
恥
閉
伊
〉
年
額
七
百
七
十
高
元
-
一
達
シ
居
リ
残
五
百
五
十
高
元
ハ
従
来
財
政
部
ト
東
三
省
ト
ノ
開
ニ
於
テ
政
費
ノ
相
殺
-
一
供
セ
ラ
レ
ツ
ツ

(
抑
制
〉

ア
リ
シ
モ
ノ
:

元
来
盟
税
に
は
「
政
府
の
専
買
制
よ
り
は
瞳
商
一
人
の
管
業
に
課
す
間
接
課
税
法
に
よ
る
徴
税
が
一
般
的
で
あ
り
、
徴
税
方
法
も
複
雑
で
地
域

差
が
あ
司
た
」
と
い
う
事
情
が
存
在
し
た
。
そ
の
た
め

「
外
園
人
顧
問
の
閥
興
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
税
の
よ
う
に
盟
政
を
統

一
す
る
こ
と
は

(
川
崎
〉

で
き
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
表
B
に
擦
れ
ば
盟
税
徐
款
裁
留
牧
入
は
歳
入
全
瞳
の
約
四
分
の
一
ー
を
占
め
、
臨
時
歳
入
に
依
存
す
る
財
政
の
一



端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
財
政
の
性
格
は
膨
大
な
軍
事
費
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
一
九
一
七
年
に
王
永
江
は
、

費
、
教
育
費
、
}質
業
費
、
其
ノ
他
ノ
諸
費
ヲ
支
排
」
し
て
い
る
と
語
り
、

歳
出
の
「
僅
ニ
十
分
ノ
ニ
ヲ
以
テ
行
政

ハ
更
ニ
軍
備
撞
充
ノ
計
重
ヲ
有
シ
居
レ

(
川
却
〉

ル
ハ
持
シ
テ
何
等
ノ
必
要
ア
ル
ヤ
:
:
・
・
予
ノ
考
へ
ニ
テ
ハ
徐
リ
ニ
・
無
定
見
ノ
策
ト
シ
テ
之
-
一
不
同
意
ヲ
唱
へ
居
レ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
確
か

に
後
の
統
計
に
擦
れ
ば
、
一
八
年
に
歳
出
全
僅
の
約
六
九
M

初
で
あ
っ
た
陸
軍
費
は
一
九
年
に
七
二
%
、
二

0
・
二
一
年
に
七
三
%
を
超
え
、
二

(

印

〉

二
年
に
は
八
O
%
弱
と
な
っ
て
い
る
。
軍
事
費
を
突
出
さ
せ
た
結
果
、
嘗
局
が
指
導
す
べ
き
東
三
省
の
地
域
開
設
は
開
墾
奨
働
の
か
け
撃
だ
け

に
と
ど
ま
り
、
経
常
歳
入
は
伸
び
悩
み
、
借
款
と
臨
時
歳
入
と
紙
幣
護
行
に
財
政
が
依
存
し
、
ひ
と
た
び
戦
争
と
い
う
不
安
材
料
が
で
き
る
と

(

日

〉

紙
幣
が
暴
落
し
て
省
民
の
生
活
を
脅
か
す
と
い
う
悪
循
環
の
構
造
が
で
き
て
い
っ
た
。

嘗
時
、
東
三
省
で
は
複
数
の
護
券
銀
行
が
多
種
多
様
な
紙
幣
を
護
行
し
て
い
た
。
奉
天
省
で
は
奉
天
票
(
奉
天
大
洋
票
・
小
洋
票
等
の
総
稽
。
各

各
大
洋
銀
小
洋
銀
を
本
位
と
す
る
免
換
紙
徴
用
)
が
主
力
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
一
月
、
こ
の
奉
天
票
の
本
瞳
と
し
て
劃
上
海
・
天
津
篤
替
党
一
換
が

(

回

〉

保
誼
さ
れ
た
「
涯
免
券
」
が
護
行
さ
れ
た
。
奉
天
票
と
濯
免
券
の
関
係
は
複
雑
で
不
明
の
結
も
多
い
が
、
紙
幣
の
本
瞳
に
一
種
の
紙
幣
が
設
定

さ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
異
例
で
、
事
責
上
の
免
換
制
限
を
意
味
し
た
。
奉
天
票
は
地
域
間
交
易
ば
か
り
で
な
く
園
際
的
経
済
閣
で
も
奉
天
省
を

代
表
す
る
遁
貨
と
な
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
王
永
江
が
財
政
臆
長
に
な
る
以
前
か
ら
、

〈

臼

)

困
っ
た
り
、

ま
た
「
張
督
軍
〔
H
作
森
〕

- 93ー

一
九
一
六
年
一
一
月
に
は
小
洋
票
一
O
O
元
を
大
洋
票
二
O
元
と
定
め
て
小
洋
票
の
回
牧
を

ハ
臼
〉

一
七
年
三
月
に
は
中
園
銀
行
の
東
三
省
各
支
庖
が
護
行
し
た
大
洋
票
の
回
牧
が
行
わ
れ
、
張
作
帯
林
政
権
主
導
の
大
洋
票
へ
の
一
本

(

日

〉

化
と
大
洋
票
流
通
量
の
調
整
が
進
ん
で
い
た
。
更
に
同
年
八
月
に
は
小
洋
票
の
護
行
が
正
式
に
停
止
し
た
。
加
え
て
日
常
生
活
に
根
強
く
残
っ

て
い
た
私
帖
(
一
定
の
筒
庖
や
省
減
周
迭
の
農
村
等
が
褒
行
す
る
使
用
範
圏
が
限
ら
れ
た
紙
幣
)
に
劃
し
て
は
、
一
七
年
一
一
月
に
「
牧
鋪
各
勝
私
帖
一章

〈

日

)

程
」
全
七
僚
、
二
O
年
九
月
に
「
査
禁
私
帖
考
成
樹
法
」
が
公
布
さ
れ
、
そ
の
根
絶
が
園
ら
れ
た
。
つ
ま
り
交
易
の
形
態
に
よ
っ
て
使
い
分
け

ら
れ
て
い
た
紙
幣
を
、
奉
天
大
洋
票
に
統
一
す
る
た
め
の
諸
政
策
が
と
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
紙
幣
の
流
通
に
は
何
ら
か
の
意
味
で
嘗
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局
の
強
制
が
つ
き
も
の
だ
が
、
奉
天
票
に
は
殊
に
そ
の
色
合
い
が
濃
か
司
た
。

そ
れ
だ
け
に
地
域
経
済
が
危
機
に
頻
し
た
時
の
反
動
は
大
き
か
っ
た
。
第
一
女
奉
直
戦
争
が
勃
援
す
る
と
、

「
奉
軍
出
動
ハ
満
洲
ノ
経
済
界

-
一
及
ボ
ス
影
響
大
一
一
シ
テ
大
洋
票
ノ
暴
落
ハ
張
使
〔
H
張
作
森
・
東
三
省
巡
閲
使
〕
ノ
巌
シ
キ
取
締
ニ
依
リ
漸
ク
抑
止
セ
一
フ
レ
ア
ル
モ
金
融
界
ノ

恐
慌
著
シ
ク
:
:
:
奉
天
票
取
引
ヲ
停
止
或
ハ
制
限
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
」
、
「
奉
天
省
民
ノ
一
部
ニ
於
テ
奉
軍
ノ
敗
北
ヲ
議
測
シ
圏
内
共
通
ニ
係
ル

(

貯

)

大
洋
銀
(
中
央
政
府
護
行
)
ヲ
買
占
ム
ル
腐
心
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
L

と
い
う
事
態
に
陥
っ
た
。
王
永
江
は
「
一
商
務
曾
ヲ
シ
テ
主
ト
シ
テ
鏡
業
者
ノ
現

(
回
出
〉

且
ツ
空
頁
買
ヲ
紹
劃
-
一
禁
止
セ
シ
メ
以
テ
奉
天
票
ノ
下
落
ヲ
防
止
シ
タ
ル
」
と
い
う
針
策
を

銀
及
金
票
ノ
交
換
率
並
取
引
高
ニ
制
限
ヲ
加
へ
、

講
じ
た
。

奉
直
戦
争
後
、
奉
天
省
代
理
省
長
を
品
兼
ね
民
政
上
の
権
限
を
事
寅
上
張
作
震
か
ら
一
任
さ
れ
た
王
は
以
下
の
よ
う
な
方
針
を
出
し
た
。

議
算
の
巌
守
」
。
特
別
な
枠
外
請
求
に
は
麿
じ
な
い
。
無
論
、
膨
張
す
る
軍
事
費
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
で
あ
る
。
「
口
軍
費
の
縮
少
」
。
二

O
%削
減
を
要
求
し
た
。
「
同
政
費
の
削
減
」
。
各
省
行
政
費
の
一

O
M
m削
減
。
「
伺
地
方
費
の
整
理
」
。
各
鯨
ご
と
に
「
地
方
の
土
紳
を
公
選

せ
し
め
、
燃
の
損
款
を
監
理
せ
し
め
以
て
牒
知
事
の
官
金
横
領
の
弊
を
」
未
然
に
防
ぐ
。
「
伺
現
銀
の
保
存
」
。
奉
天
省
庫
に
現
存
す
る
一

O

(

印

)

「
村
内
外
債
の
償
還
」
。
先
述
の
如
く
財
政
聴
長
就
任
嘗
時
か
ら
、
財
政
に
負
措
を
か
け
て
い
る
軍 「付

- 94ー

O
寓
元
の
銀
雨
は
「
不
時
の
用
に
備
ふ
」
。

事
費
の
削
減
は
王
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
あ
り
、

こ
れ
以
後
奉
天
軍
の
軍
事
行
動
を
抑
え
る
こ
と
(
衣
章
参
照
〉
で
財
政
再
建
と
地
域
経
済

の
保
護
育
成
を
圃
ろ
う
と
し
て
い
っ
た
。
ま
た
上
記
の
こ
と
に
監
査
役
と
し
て
「
地
方
の
土
紳
」
を
参
加
さ
せ
よ
う
と
し
た
貼
が
注
目
さ
れ

る。

王
の
反
針
に
も
拘
ら
ず
第
二
次
奉
直
戦
争
が
始
ま
る
と
奉
天
票
は
再
び
下
落
し
た
。
王
は
「
此
に
劃
し
て
異
常
に
焦
慮
」
し
、
一
一
商

務
舎
や
各
銀
行
・
銀
競
首
脳
を
召
集
し
て
舎
議
を
開
き
、
「
奉
票
の
債
値
を
維
持
す
る
に
現
大
洋
一
元
毎
に
奉
票
一
元
八
角
に
値
し
、
金
票
一

(ω
〉

(

侃

〉

元
は
奉
票
一
元
三
角
に
値
し
、
定
債
の
外
に
越
出
す
る
を
得
ず
」
と
定
め
た
。
「
保
境
安
民
」
期
の
安
定
は
取
り
戻
せ
な
か
っ
た
が
、
二
五
年

(

臼

〉

(

問

山

)

の
針
金
票
相
場
は
年
卒
均
一
元
七
角
程
度
で
あ
っ
た
し
ま
た
封
現
大
洋
相
場
は
約
二
元
二
角
で
、
奉
天
票
の
債
値
維
持
に
政
権
は
ほ
ぼ
成
功
し

二
四
年
、



た
と
言
え
よ
う
。

(

臼

)

と
こ
ろ
が
二
六
年
三
月
に
王
永
江
が
辞
任
し
張
作
震
が
北
京
進
出
を
果
た
し
た
後
、
奉
天
票
は
奉
天
寧
の
軍
事
行
動
の
抜
大
に
伴
っ
て
増
裂

さ
れ
、
市
場
で
は
戦
争
へ
の
不
安
か
ら
暴
落
し
績
け
、
七
月
に
は
ご
時
七
百
元
蓋
ニ
モ
達
セ
ン
ト
ス
ル
朕
態
」
に
至
っ
た
。
王
の
後
任
・
莫

徳
恵
省
長
は
王
の
如
く
自
分
の
経
歴
の
中
で
一
商
務
舎
や
各
銀
行
・
銀
競
と
の
信
頼
関
係
を
培
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
た
め
「
無
能
ヲ
攻

ハ同
W
〉

撃
」
さ
れ
、
逆
に
「
人
心
王
永
江
ノ
復
職
ヲ
思
フ
ノ
傾
向
培
シ
ツ
ツ
ア
リ
」
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
だ
が
王
は
復
職
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後

(

印

〉

張
事
良
政
権
期
〈
一
九
二
八
1

一
三
年
〉
に
新
た
に
現
大
洋
票
が
護
行
さ
れ
て
奉
天
票
が
回
牧
さ
れ
何
と
か
危
機
を
克
服
す
る
ま
で
、
特
に
北
伐

軍
の
北
上
と
奉
天
軍
の
戦
況
不
利
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
奉
天
票
は
牧
拾
の
つ
か
な
い
下
落
に
み
ま
わ
れ
た
。
政
治
・
軍
事
の
扶
況
に
金

融
・
財
政
が
大
き
く
左
右
さ
れ
た
一
九
二

0
年
代
前
牢
期
の
奉
天
省
に
お
い
て
、
若
干
の
構
造
的
考
察
を
加
え
る
と
王
の
存
在
は
財
政
上
の
み

な
ら
ず
政
治
上
も
清
末
新
政
時
期
以
来
の
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
存
在
と
し
て
か
な
り
重
要
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

「
保
境
安
民
」
期
か
ら
王
永
江
の
僻
任
ま
で

Fhd 
nv 

付

張
作
寡
政
権
と
地
域
有
力
者
層
の
関
係

「
東
省
各
国
瞳
ハ
同
心
協
力
シ
テ
張
使
ノ
後
盾
タ
ラ
ン
事
ヲ
期
セ
ラ
レ
タ
シ
。
高
一
人

(

釘

)

心
散
ズ
ル
事
ア
レ
バ
:
:
:
東
三
省
文
武
紳
一
商
悉
ク
立
脚
ノ
地
ナ
キ
ニ
至
ル
可
シ
」
と
王
永
江
は
訓
示
し
、
張
作
震
の
下
に
各
界
が
結
集
す
る
よ

う
訴
え
た
。
し
か
し
そ
れ
は
箪
な
る
猫
裁
瞳
制
の
強
化
で
は
な
く
、
「
目
下
の
世
界
を
贋
く
見
て
み
る
と
、
以
前
か
ら
軍
閥
政
治
を
認
め

ず、
一
九
二
二
年
、
奉
天
軍
が
閥
外
に
退
却
し
た
直
後
、

一
般
輿
論
も
亦
始
終
民
意
を
代
表
す
る
政
治
を
要
求
し
て
い
る
」
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
た
。
現
質
問
題
と
し
て
、

(

飢

〉

兵
士
を
裁
撤
す
る
の
は
事
貫
上
不
可
能
で
あ
ろ
う
」
と
は
言
う
も
の
の
「
或
る
種
の
形
式
の
下
に
於
て
軍
民
分
治
を
行
う
」
と
い
う
方
向
性
を

持
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
朕
況
下
で
六
月
三
日
、
東
三
省
聯
省
自
治
宣
言
が
震
布
さ
れ
、
北
京
政
府
か
ら
一
切
の
官
職
を
剥
奪
さ
れ
た
張
作

「
急
逮
全
部
の
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震
は
、
東
三
省
保
安
穂
司
令
を
自
稽
し
た
。

聯
省
自
治
と
い
う
形
式
は
、
二

0
年
代
に
華
南
を
中
心
と
す
る
諸
省
(
庚
東
・
湖
南
・
湖
北
・
四
川
・
雲
南
・
貴
州
・
一
隅
建
等
〉
で
贋
く
唱
え
ら

(

印

〉

れ
た
政
治
形
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
省
で
は
濁
自
の
省
憲
法
制
定
の
動
き
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
地
方
勢
力
割
擦
の
正
嘗
化
の
論
理

と
し
て
も
聯
省
自
治
理
念
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
北
京
政
権
の
奪
取
を
目
標
と
し
て
き
た
張
作
寡
政
権
が
、
敗
北
と
い
う
危
機
を
克
服
す
る
の

に
北
京
政
府
を
批
剣
或
い
は
無
視
す
る
と
い
う
意
味
で
、
聯
省
自
治
宣
言
は
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
新
た
な
朕
況
下
で
の
地
域
秩
序
の

構
築
に
、
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
軍
人
に
代
わ
っ
て
王
永
江
ら
文
治
涯
官
僚
の
手
腕
が
期
待
さ
れ
た
。

張
が
綿
司
令
に
就
任
す
る
に
際
し
て
、
王
は
東
三
省
省
民
の
「
推
薦
」
を
演
出
し
た
。
「
張
作
寡
ハ
五
月
三
十
日
議
メ
王
永
江
ガ
企
董
シ
テ

招
致
シ
置
キ
タ
ル
三
省
各
界
代
表
敷
十
名
ト
省
長
公
署
ニ
舎
合
セ
リ
」
。
し
か
し
彼
ら
が
、
「
張
帥
ヲ
推
奉
シ
タ
ル
ハ
彼
ノ
威
望
ト
政
治
的
能

力
ト
ヲ
認
メ
心
ヨ
リ
此
奪
ニ
出
デ
タ
ル
ヤ
否
疑
問
無
キ
能
ハ
ザ
ル
モ
現
下
ノ
時
局
ヲ
牧
拾
ス
ル
ニ
張
作
震
以
外
他
ニ
適
任
者
無
キ
矯
己
ム
無
ク

(
m
N
〉

斯
ク
慮
置
」
し
た
と
い
う
の
が
寅
情
で
あ
っ
た
。
政
権
の
一
夜
は
あ
く
ま
で
も
張
作
震
で
あ
る
こ
と
を
東
三
省
内
で
再
確
認
す
る
一
種
の
。
儀

式
。
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
張
に
劃
し
て
も
彼
が
「
各
界
代
表
」
の
「
推
奉
」
に
よ
り
東
三
省
保
安
総
司
令
と
い
う
新
た
な
地
位
を
得
た
こ
と

王
永
江
の
狙
い
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
政
権
績
行
に
つ
い
て
の
支
持
者
と
張
作
震
と
の
相
互
の

au 
n汐

を
自
費
さ
せ
る
の
が
、

了
承
を
、

王
永
江
が
仲
介
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

王
は
こ
の
時
期
ま
ず
、
張
に
劃
し
て
現
献
維
持
に
よ
る
軍
事
力
の
温
存
と
不
擦
大
方
針
を
説
い
た
。
例
え
ば
、
「
東
三
省
は
中
央
が
輩
固
な

政
権
を
樹
立
す
る
迄
は
即
ち
今
日
の
朕
態
を
以
て
進
む
。
:
:
:
一
方
、
中
央
に
劃
し
て
は
護
言
権
を
取
得
す
る
震
に
東
三
省
の
軍
陵
は
精
鋭
主

ハ礼〉

義
に
よ
っ
て
之
を
訓
練
し
、
徐
ろ
に
自
重
を
園
っ
て
動
か
な
け
れ
ば
充
分
で
あ
る
」
と
進
言
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
中
央
」
と
は
、
狭
義

「
王
永
江
等
の
文
治
涯
は
奉
天
自
治
主
義
を
保
持
し
、
中
央
、
直
隷
涯
、
段
棋
瑞
系
、

の
北
京
政
権
(
内
閣
〉
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

(

均

〉

孫
文
系
等
と
は
聯
絡
を
採
ら
ざ
る
を
可
と
し
」
て
い
た
。
つ
ま
り
王
と
し
て
は
、
中
圏
全
瞳
の
政
治
情
勢
を
見
す
え
つ
つ
も
東
三
省
が
政
局
の

混
蹴
に
ま
き
こ
ま
れ
る
こ
と
は
極
力
避
け
る
方
針
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
側
が
考
え
て
い
た
よ
う
な
文
字
通
り
の
「
保
境
安

王
は
、



民
」
論
者
l
l
b
T、
氷
久
的
に
東
三
省
に
と
ど
ま
り
地
域
を
完
全
に
孤
立
化
さ
せ
中
圏
全
瞳
の
情
勢
に
は
関
心
を
持
た
な
い
と
い
う
意
味
で
の

ー
ー
で
は
な
か
司
た
。
陸
軍
少
絡
・
貴
志
菊
次
郎
の
報
告
に
擦
れ
ば
、
む
し
ろ
張
作
震
の
方
が
東
三
省
を
中
闘
の
一
部
と
し
て
み
な
し
て
お
ら

(

百

〉

.
す
、
王
永
江
は
例
え
ば
列
強
に
よ
る
中
園
の
共
同
管
理
に
つ
い
て
「
支
那
破
壊
ノ
端
ヲ
開
ク
モ
ノ
ト
シ
テ
之
-
一
反
劃
」
し
た
と
い
う
。

ま
た
王
の
「
保
境
安
民
」
論
は
、
中
園
の
他
地
域
で
の
そ
れ
と
比
べ
て
も
濁
特
の
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
時
期
は
下
る
が
一
九
二
五
年

に
楊
宇
震
を
中
心
と
す
る
奉
天
系
軍
を
破
っ
て
漸
江
・
一
幅
建
・
江
蘇
・
安
徽
・
江
西
の
五
省
を
支
配
下
に
お
い
た
孫
停
芳
も
「
保
境
安
民
」
の

名
の
下
に
「
練
兵
般
財
」
を
進
め
、
上
海
の
土
紳
の
支
持
を
得
ょ
う
と
し
て
市
政
の
充
貫
を
圃
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
孫
は
支
配
地
域
の
出
身

(

九

)

で
は
な
く
元
来
の
政
治
的
基
盤
が
弱
い
た
め
、
域
外
か
ら
の
干
渉
を
退
け
る
こ
と
に
「
保
境
安
民
」
の
眼
目
が
あ
っ
た
。
王
永
江
の
場
合
は
、

む
し
ろ
東
三
省
の
外
へ
膨
張
し
よ
う
と
す
る
軍
事
力
を
抑
止
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
財
政
的
負
措
を
軽
減
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
ア
た
と
見
る
べ

き
で
、
地
域
の
事
情
に
よ
っ
て
「
保
境
安
民
」
論
の
内
容
も
微
妙
に
襲
わ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

王
は
北
京
政
界
で
も
無
視
で
き
ぬ
存
在
で
あ
っ
た
。
王
が
張
作
震
の
動
き
を
牽
制
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
以
上
、
東
北
情
勢
は
安
泰
だ
か
ら

で
あ
る
。
段
棋
瑞
の
布
腕
と
評
さ
れ
た
徐
樹
鐸
は
二
四
年
四
月
一
八
日
に
衆
奉
し
、
「
一
、
救
園
の
大
観
よ
り
自
重
し
漸
次
其
の
歩
を
進
む
る

事
。
て
東
三
省
の
改
善
を
塗
行
し
て
保
-
境
安
民
の
買
を
奉
ぐ
る
事
。
一
、
時
機
至
る
、迄
堅
固
な
る
守
勢
に
立
つ
事
」
と
要
望
を
述
べ
た
。
し

か
も
、
「
嫉
妬
を
招
く
虞
あ
る
潟
張
作
震
に
は
秘
し
居
る
も
、
王
永
江
と
は
従
前
よ
り
連
絡
し
今
回
も
王
と
懇
談
し
た
。
之
は
決
し
て
張
を
度

(

万

)

王
永
江
を
し
て
張
を
輔
佐
せ
し
め
む
と
の
友
誼
に
外
な
ら
ぬ
」
と
語
っ
て
い
る
。

-fJlー

外
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

張
作
震
の
専
横
を
快
く
思
わ
ぬ
勢
力
は
、
奉
天
省
内
に
も
一
六
年
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
自
己
の
反
封
者
を
暗
殺
す
る
張
の
性
格
を
考

え
れ
ば
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
が
、
具
瞳
名
は
残
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
例
え
ば
『
盛
京
時
報
』
に
は
、
「
張
雨
亭
〔
U
作
森
の
字
〕
軍
長

は
:
:
:
軍
民
分
治
の
議
が
時
に
乗
じ
て
復
活
せ
ん
と
す
る
の
を
深
く
恐
れ
、
弦
に
特
に
三
種
の
意
見
を
提
出
し
、
奉
天
の
分
治
は
緩
や
か
に
行

う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
排
護
し
た
」
と
あ
る
。
「
三
種
の
意
見
」
を
要
約
す
る
と
、
第
一
に
東
三
省
に
は
馬
賊
が
横
行
し
て
治
安
が
悪

い
の
で
軍
陵
指
揮
権
を
持
た
な
い
省
長
に
は
省
民
の
安
全
を
守
り
き
れ
な
い
(
防
務
の
困
難
)
、
第
二
に
新
し
い
機
関
の
設
立
に
は
金
が
か
か
る

fJl 
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(
町
内
)

(
財
政
の
困
難
〉
、
第
三
に
民
政
を
濁
立
さ
せ
る
の
に
必
要
な
人
材
が
足
り
な
い
ハ
人
材
の
困
難
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
明
川
〉

特
に
第
二
の
論
議
は
奉
天
省
の
過
去
の
経
験
か
ら
い
っ
て
も
説
得
的
で
あ
り
、
張
は
二
二
年
の
敗
北
ま
で
軍
民
商
政
の
質
擢
を
掌
握
し
て
い

た
。
し
か
し
彼
の
権
威
が
絶
封
的
で
な
く
な
っ
た
時
、
省
民
の
「
推
薦
」
を
受
け
た
こ
と
、
そ
の
演
出
を
王
永
江
が
考
え
賀
行
し
た
こ
と
、
そ

の
功
に
報
い
る
形
で
王
を
代
理
省
長
と
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ア
た
。
張
は
王
に
民
政
上
の
樺
限
を
委
ね
、
「
民
意
」
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

省
民
に
誓
う
形
と
な
?
た
か
ら
で
あ
る
。

但
し
嘗
時
の
「
民
意
」
「
輿
論
」
と
い
っ
た
言
葉
は
、
政
治
的
護
言
を
公
認
さ
れ
た
有
力
者
と
そ
れ
を
支
え
る
階
層
の
も
の
に
限
ら
れ
た
。

先
述
の
如
く
有
力
者
層
は
清
末
新
政
期
以
降
、
度
々
の
改
定
を
経
な
が
ら
存
績
し
て
き
た
法
定
圏
瞳
か
省
議
舎
に
麗
し
、
陳
情
・
聾
明
等
に
よ

っ
て
地
方
政
治
を
動
か
し
て
き
た
寅
績
を
持
っ
て
い
た
。

二
二
年
六
月
三
日
の
聯
省
自
治
宣
言
直
後
も
そ
れ
に
呼
躍
す
る
形
で
有
力
者
層
は
、

「轟

-一敬・

農

・
工
・
一
商
一
各
曾
ニ
テ
統
一
促
成
舎
ヲ
組

- 98ー

織
シ
タ
ル
ガ
去
ル
九
日
省
議
舎
聯
合
舎
ハ
各
圏
瞳
護
起
人
ヲ
教
育
舎
-
一
召
集
シ
名
稿
ヲ
東
三
省
園
民
促
成
統
一
舎
ト
改
メ
一
一
一
省
自
治
ヲ
寅
行
ス

(
刊
悶
〉

ル
ヲ
主
旨
ト
ナ
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
協
議
シ
」
て
い
る
。
彼
ら
の
認
識
で
は
、
東
三
省
の
自
治
の
確
立
が
中
圏
全
瞳
の
統
一
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
王
永
江
が
「
保
境
安
民
」
策
を
北
京
政
府
が
「
中
央
」
と
し
て
の
擢
威
を
取
り
戻
す
ま
で
の
一
時
撤
退
と
地
域
振
興
策

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
の
と
近
い
認
識
で
あ
っ
た
。

一
商
務
舎
は
以
前
か
ら
財
政
・
金
融
政
策
を
遁
じ
て
政
権
に
協
力
し
て
き
た
が
、
王
も
よ
り
康
範
な
有
力
者
層
を
従
来
の
所
謂
「
官
治
」
を
補

完
さ
せ
る
形
で
地
方
行
政
に
参
加
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
が
二
二
年
一

O
月
に
公
布
さ
れ
た
「
自
治
匝
村
制
」
で
あ
っ
た
。
「
其
の
意
は
漸

進
を
以
て
民
治
の
根
基
を
培
養
す
る
こ
と
に
在
る
」
。
規
則
は
一
四
章
・
七
六
僚
で
、
一
鯨
を
ほ
ぼ
八
匝
に
分
け
、
匿
は
若
干
の
村
匝
の
巡
警
・

保
甲
の
指
揮
や
行
政
を
管
轄
す
る
。
匝
長
は
任
期
三
年
で
三
回
以
上
の
連
任
は
許
き
れ
ず
、
「
三
十
歳
以
上
の
公
正
な
士
紳
で
素
よ
り
衆
望
を

(

乃

〉

集
め
、
政
憧
に
明
達
し
て
い
る
者
」
を
選
ぶ
。
こ
の
政
策
は
、
民
政
の
自
立
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
治
安
の
維
持
と
い
う
問
題
を
、
有
力
者
層
の

協
力
も
得
て
解
決
す
る
意
味
合
い
を
も
内
包
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。



一
元
来
、
張
作
震
は
「
地
域
」
の
治
安
維
持
を
措
う
存
在
と
し
て
支
持
を
訴
え
ま
た
そ
れ
を
得
て
き
た
。

(

加

)

と
し
て
活
綴
し
た
一
八
九
九
l
一九
O
二
年
頃
〉
は
奉
天
省
蓋
安
豚
八
角
蓋
一
帯
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
辛
亥
革
命
時
に
奉
天
城
に
保
安
公
舎
側
の

武
力
と
し
て
招
き
入
れ
ら
れ
て
か
ら
は
奉
天
省
全
瞳
に
、
や
が
て
自
ら
の
配
下
を
送
り
込
む
形
で
吉
林
・
黒
龍
江
南
省
へ
と
蹟
大
し
た
。
だ
が

彼
の
武
力
は
有
方
者
層
の
期
待
す
る
治
安
維
持
に
必
要
な
範
圏
を
越
え
た
。
二
二
年
の
敗
北
に
よ
り
張
の
武
力
は
再
び
東
三
省
「
地
域
」
に
つ

な
ぎ
と
め
ら
れ
た
が
、
も
は
や
そ
の
朕
態
が
永
績
す
る
と
は
王
永
江
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
王
は
自
治
匝
村
制
を
通
じ
て
末
端
の
小
地
域

を
把
握
し
、
政
権
の
支
配
を
貫
徹
さ
せ
る
と
同
時
に
、
張
作
震
の
関
心
が
東
三
省
か
ら
離
れ
た
時
の
動
揺
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
準
備
を
し
た

と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
有
力
者
層
の
「
民
意
」
が
あ
く
ま
で
も
「
地
域
」
的
設
展
に
あ
る
こ
と
を
王
は
痛
感
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
m
U
〉

清
末
か
ら
績
い
て
い
た
敏
道
敷
設
擢
回
牧
運
動
の
一
つ
の
到
達
黙
と
し
て
の
奉
海
ハ
奉
天
|
海
龍
)
線
建
設
、
五
回
運
動
の
頃
か
ら
績
い
て

(
位
〉

い
た
教
育
擢
回
牧
運
動
の
掃
結
貼
と
し
て
の
東
北
大
翠
創
立
は
、
何
れ
も
王
永
江
が
中
心
と
な
り
「
民
意
」
を
反
映
さ
せ
、
し
か
も
日
本
側
の

不
満
を
あ
る
程
度
抑
え
て
の
成
果
で
あ
っ
た
。
だ
が
「
民
意
」
を
反
映
さ
せ
績
け
る
の
は
容
易
で
は
な
か
「
た
。
二
四
年
頃
か
ら
王
は
「
民

意
」
と
日
本
側
と
の
利
害
劃
立
に
苦
し
む
よ
う
に
な
る
。

一

例
え
ば
「
奉
天
省
長
王
永
江
氏
は
最
近
船
津
奉
天
穂
領
事
に
劃
し
て
関
東
租
借
地
に
於
け
る
裁
剣
擢
に
闘
し
重
大
な
る
要
求
を
提
起
し
た
・
:

・
:
其
大
要
に
よ
れ
ば
、
現
在
日
本
の
行
使
し
つ
つ
あ
る
租
借
地
内
居
住
支
那
人
に
劃
す
る
裁
剣
擢
を
否
認
し
、
支
那
に
回
放
す
べ
き
を
主
張
し

ハ
回
〉

た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
報
道
が
あ
り
、
員
意
を
問
わ
れ
て
王
は
、
「
闘
東
州
租
借
地
裁
剣
擢
問
題
ハ
、
復
鯨
審
剣
鹿
長
ヨ
リ
上
申
ノ
次
第
ア
リ

(
刷
出
)

タ
ル
ヲ
以
テ
其
憧
ニ
放
棄
ス
ル
諜
-
一
行
カ
ズ
:
:
:
」
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
安
奉
(
安
東
|
奉
天
)
線
国
政
運
動
に
つ
い
て
は
、
「
王
永
江
ノ
如

キ
員
ノ
愛
園
者
ニ
シ
テ
、
利
権
回
牧
戸
一
闘
ス
ル
直
接
行
動
ハ
断
シ
テ
之
ヲ
排
斥
シ
ツ
ツ
ア
ル
モ
隠
然
利
権
回
牧
ノ
首
謀
者
ニ
シ
テ
、
彼
ノ
周
囲

ニ
ア
ル
智
者
ヲ
利
用
シ
:
:
:
叉
時
々
省
議
曾
議
員
連
ヲ
操
縦
シ
テ
逐
次
日
本
ノ
既
得
権
ヲ
回
牧
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
重
策
ヲ
樹
テ
、
之
ヲ
提
唱
セ
シ

ハ
邸
〉

メ
居
ル
ガ
如
シ
」
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
こ
れ
に
劃
す
る
王
の
答
え
は
、
「
省
議
舎
ノ
如
キ
、
或
ハ
民
事
具
申
曾
〔
N
H
民
治
倶
進
曾
〕
ノ
如
キ
、

或
ハ
新
聞
記
者
連
中
ノ
如
キ
一
部
ノ
知
識
階
級
中
」
に
「
動
モ
ス
レ
バ
日
支
園
交
ヲ
阻
害
セ
ン
ト
ス
ル
言
動
ア
ル
ハ
事
質
ナ
リ
。
嘗
局
-
一
於
テ

「
地
域
」
の
範
圏
は
最
初
(
「
大
圏
」

- 99ー
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モ
徐
リ
高
盤
的
ニ
出
ズ
レ
パ
却
テ
風
潮
ヲ
激
成
ス
ル
虞
ア
ル
ニ
付
、

〈
部
)

其
ノ
針
策
ニ
閥
シ
テ
ハ
鮮
カ
ラ
ズ
苦
心
シ
ツ
ツ
ア
ル
次
第
ナ
リ
」
と
、

日
本
側
の
観
察
を
必
ず
し
も
否
定
し
て
い
な
い
。

二
四
年
五
月
一
八
日
の
省
議
舎
で
は
、

「
嗣
後
我
が
奉
天
省
の
土
地
及
び
附
属
土
地
一
切
の
権
利
は
:
:
:
総
て
奉
天
省
議
舎
全
瞳
の
議
決
後

〈凹む

に
非
ら
ざ
れ
ば
妄
り
に
僚
約
を
締
結
す
る
を
得
ず
」
と
決
議
さ
れ
た
。
そ
し
て
途
に
、
王
永
江
の
「
排
日
ノ
目
的
ト
ス
ル
所
ハ
是
一
一
由
テ
省
議

〈
∞
∞
)

舎
始
メ
支
那
園
民
ノ
輿
望
ヲ
繋
ギ
自
己
ノ
地
位
保
全
一
一
努
ム
ル
コ
ト
」
と
満
載
側
か
ら
断
言
さ
れ
る
に
至
る
。
畿
道
敷
設
交
渉
に
お
い
て
互
い

の
利
害
の
衝
突
を
回
避
す
る
の
に
壷
力
し
た
王
を
、
満
織
側
が
こ
の
よ
う
に
非
難
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

「
腕
肺
議
曾
ヲ
快
復
シ
以
テ
民
治
ノ
護
展
ヲ
期
シ
依
テ
官
治
ヲ
補
佐
セ

そ
れ
で
も
王
は
「
民
一
意
」
の
反
映
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
二
五
年
一
月
、

(

卸

)

シ
ム
ル
ノ
提
議
案
」
が
「
省
長
田
一
申
請
」
さ
れ
た
。
一
三
年
以
来
停
止
さ
れ
て
き
た
蘇
議
曾
の
復
活
要
求
に
劃
し
、

(ω
〉

員
の
定
員
を
公
表
し
、
提
議
案
を
認
め
た
(
但
し
少
な
く
と
も
王
の
在
職
中
に
は
鯨
議
舎
を
寅
際
に
開
催
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

王
は
一
一
一
一
日
に
豚
議
舎
議

模
様
で
あ
る
。
松
重
充
浩
氏
の
御
敬
一
示
に
よ
る
)
。
ま
た
同
月
、
二
四
年
一
二
月
に
組
織
さ
れ
た
奉
天
省
議
曾
園
是
討
論
舎
の
委
員
選
奉
が
行
わ
れ
、

(
川
出
〉

(

m
出

)

「
民
黛
系
ノ
排
日
思
想
家
」
で
民
治
倶
進
舎
曾
長
・
東
三
省
民
報
社
社
長
の
越
鋤
非
が
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
。
「
趨
鋤
非
涯
ノ
議
員
多
数
嘗

(
m
m
〉

選
ヲ
見
タ
ル
結
果
内
部
紛
糾
ヲ
来
タ
シ
タ
ル
ガ
去
ル
五
日
初
舎
議
ヲ
召
集
シ
:
:
:
王
奉
天
省
長
ノ
認
可
ヲ
得
タ
リ
」
。
越
の
委
員
長
就
任
を
認

め
た
と
い
う
こ
と
は
彼
の
排
日
色
が
よ
り
贋
い
範
圏
で
護
揮
さ
れ
る
の
を
認
め
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
王
永
江
は
趨
ら
を
遁
じ

て
利
権
回
牧
運
動
に
深
く
閥
興
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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東
三
省
聯
省
自
治
宣
言
が
出
た
前
後
の
頃
の
王
に
と
っ
て
、

「
民
意
」
と
は
有
力
者
層
の
漠
然
と
し
た
綿
意
|
|
「
地
域
」
設
展
の
重
視

|
|
i
を
指
し
て
い
た
。
だ
が
「
保
境
安
民
」
政
策
の
具
瞳
化
に
伴
い
、
有
力
者
層
の
中
で
も
特
に
利
擢
回
牧
を
主
張
す
る
趨
鋤
非
の
よ
う
な
人

物
が
撞
頭
し
て
く
る
と
、
有
力
者
層
の
意
見
に
理
解
を
示
す
こ
と
を
一
つ
の
政
治
的
信
僚
と
し
て
き
た
王
と
し
て
は
、
趨
ら
を
無
視
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
か
っ
た
。

王
が
特
に
二
二
年
以
降
、

「
民
意
」
を
気
に
か
け
る
よ
う
に
な
ア
た
の
に
は
一
つ
の
契
機
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

王
は
財
政
臆
長
と



し
て
省
財
政
の
再
建
に
大
い
に
貢
献
し
た
が
、
同
時
に
第
一
次
奉
直
戟
争
に
際
し
て
「
軍
費
計
董
-
一
付
一
般
ニ
増
税
ヲ
矯
シ
タ
ル
結
果
民
間
ノ

(
山
田
)

財
界
-
一
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ホ
シ
タ
ル
矯
現
今
東
三
省
各
豚
知
事
ハ
連
名
ニ
テ
王
永
江
ニ
反
封
運
動
ヲ
起
シ
居
ル
」
と
い
う
経
験
も
し
た
。
そ
の

経
験
が
彼
に
「
民
意
」
の
把
握
の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
軍
事
費
を
削
減
し
な
け
れ
ば
財
政
の
根
本
的
再
建
が
難
し
く
、
軍

事
費
を
得
る
た
め
の
増
税
が
王
自
身
の
政
治
生
命
を
危
う
く
す
る
と
な
れ
ば
軍
備
縮
小
を
訴
え
る
の
に
王
が
熱
心
だ
っ
た
の
も
理
解
で
き
よ

う
。
だ
が
王
の
勧
告
に
も
拘
ら
ず
、
「
奉
天
ノ
財
政
ハ
其
大
部
分
軍
事
方
面
一
一
流
用
セ
ラ
レ
殖
産
工
業
ノ
方
面
ハ
大
ニ
閑
却
セ
ラ
ル
ル
傾
ア
リ
、

(
間
四
〉

現
ニ
奉
天
省
ノ
軍
事
費
ハ
経
常
費
ノ
ミ
ニ
テ
モ
年
額
約
一
千
九
百
寓
元
二
達
シ
」
て
い
た
。
張
作
震
は
「
日
夜
直
隷
涯
、
特
-
一
呉
侃
学
-
一
劃
ス

ル
劃
抗
策
ノ
ミ
ニ
腐
心
シ
」
て
お
り
、
例
え
ば
奉
天
兵
工
廠
に
劃
す
る
一
九
二
三
年
の
出
費
は
「
賓
-
一
千
七
百
徐
高
元
ニ
シ
テ
他
ニ
未
掛
金
三

(

M
山

)

(

巾

別

〉

百
品
開
高
元
ア
リ
」
と
い
う
朕
態
で
あ
っ
た
。
王
は
楊
字
震
宛
に
、
張
に
濁
し
て
速
や
か
に
方
針
を
改
め
民
治
を
護
展
さ
せ
軍
備
を
縮
小
す
る
こ

(
m
m
)
 

と
を
諌
言
す
る
よ
う
求
め
た
り
、
或
い
は
二
六
年
の
兵
工
廠
へ
の
莫
大
な
出
費
(
半
年
足
ら
ず
で
三
0
0
0高
元
以
上
〉
は
一

O
O
O膏
元
以
下
に

(
的
〉

抑
え
ら
れ
る
と
指
摘
し
、
「
賂
来
外
力
の
来
侵
を
待
た
ず
し
て
己
に
自
殺
の
策
を
成
す
」
と
忠
告
す
る
書
簡
を
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

(

川

)

人
的
に
も
最
も
親
密
な
開
柄
」
で
あ
っ
た
筈
の
楊
と
の
関
係
は
徐
々
に
悪
化
し
て
い
っ
た
。

個

-101ー

王
が
財
政
臆
長
に
就
任
じ
た
時
、
警
務
慮
長
の
後
任
は
彼
が
「
自
由
に
任
用
す
る
権
限
」
を
持
っ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
楊
の
推
薦
で
子
珍

〈

川

〉

と
い
う
軍
人
を
充
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
満
識
が
請
負
っ
た
挑
昂
線
の
奉
天
側
鎖
道
局
長
に
、
王
の
「
意
中
ノ
人
物
」
を
さ
し

ハ問〉

お
い
て
逆
に
王
の
不
興
を
蒙
っ
て
い
た
直
景
貴
が
楊
の
推
薦
で
選
ば
れ
た
。
王
の
補
佐
を
依
然
と
し
て
必
要
と
し
な
が
ら
、
政
権
全
瞳
と
し
て

王
の
不
満
が
限
界
に
達
し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
更
に
言
え
ば
王
を
通
し
て
政
権
に
関
わ
っ
て
き
た
「
民
意
」
が
次
第
に
政
権
中
植
に
届
か
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

は
王
の
意
思
が
充
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
献
で
あ
り
、

∞ 
郭

松

齢

事

件
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二
五
年
一
一
月
二
二
・
二
四
雨
日
、
反
奉
職
争
鎮
座
の
た
め
出
動
中
で
あ
っ
た
郭
松
齢
は
橡
州
で
遁
電
を
護
し
叛
旗
を
翻
し
た
。
通
電
で
は
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張
作
寡

・
楊
宇
震
の
下
野
と
張
事
良
の
擁
立
、
及
び
園
民
軍
と
の
交
戦
停
止
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
員
一
意
を
た
だ
す
べ
く
涯
遣
さ
れ
た
日
本
の

浦
参
謀
に
針
し
、
郭
は
ま
ず
、
張
作
震
の
「
武
力
統
一
政
策
ノ
失
敗
」
を
指
摘
し
、
北
京
政
権
を
掌
握
し
園
庫
牧
入
に
よ
っ
て
軍
陵
を
維
持
し
ょ

(

川

〉

う
と
し
て
も
「
園
庫
ノ
空
虚
ナ
ル
今
日
ニ
於
テ
ハ
之
ヲ
各
省
一
一
分
携
上
納
セ
シ
ム
ル
ノ
他
策
ナ
ク
結
局
ハ
園
民
ノ
負
捲
ト
ナ
ル
」
と
読
い
た
。

(

削

〉

「
園
民
ノ
員
意
一
一
従
フ
ヘ
キ
モ

ノ
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
以
上
の
言
動
は
日
本
側
の
援
助
を
得

ま
た
自
箪
を
「
東
北
園
民
軍
」
と
改
名
し
、

る
た
め
の
ポ
l
ズ
と
い
う
見
方
も
で
き
る
が
、
少
な
く
と
も
軍
の
内
部
か
ら
寧
を
改
編
す
る
動
き
が
出
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
上
、

郭
の
蜂
起
は
鴻
玉
鮮
の
支
援
を
受
け
た
も
の
と
嘗
時
か
ら
噂
さ
れ
、
郭
の
私
怨
に
よ
る
単
な
る
奉
天
軍
の
内
紛
と
は
言
え
な
い
複
雑
な
背
景
が

あ
っ
た
。

〈

川

〉

事
件
の
詳
細
な
経
過
と
日
本
側
の
外
交
・
軍
事
活
動
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
研
究
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
そ
れ
ら
の
研
究

で
は
地
域
有
力
者
層
と
政
権
と
の
接
貼
と
し
て
の
王
永
江
が
事
件
中
に
い
か
な
る
行
動
を
と
り
そ
れ
が
祉
舎
に
い
か
な
る
影
響
を
興
え
た
の
か

揚
は
綿
参
謀
長
の
職
を
解
か
れ
、
二
五
日
に
大
連
へ
逃
れ
た
。
狼
狽
す
る
張
に
代
わ
り
王
は
同
日
、

(
山
川
〉

し
郭
松
齢
勧
告
方
を
命
」
じ
た
。
翌
日
は
奉
天
域
内
に
戒
巌
令
が
布
か
れ
た
。

一
一
月
下
旬
か
ら
一
二
月
上
旬
に
か
け
て
戦
局
は
一
進
一
退
を
績
け
た
。
だ
が
嘗
時
の
奉
天
総
領
事
・
吉
田
茂
は
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
て

「
省
議
舎
以
下
各
機
闘
の
委
員
を
召
集

-102ー

殆
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、

王
の
動
向
を
復
元
し
つ
つ
上
記
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

い
る
。

「
嘗
地
ノ
民
心
比
較
的
落
付
キ
居
ル
ハ
畢
寛
王
永
江
ノ
手
腕
ニ
待
ツ
モ

ノ
ト
存
セ
ラ
ル
。
今
日
ノ
形
勢
ハ
向
往
年
第
一
奉
直
戦
後
張
作

震
敗
北
嘗
時
ノ
如
ク
王
ノ
カ
ニ
依
リ
テ
今
回
モ
亦
嘗
地
方
ノ
閲
ス
ル
限
リ
或
ハ
静
(
不
明
〉
ヲ
見
ル
ヲ
得
ベ
キ
カ
ト
存
セ
ラ
ル
ル
:
:
:
政
治
組

織
ハ
不
満
足
乍
ラ
モ
首
地
方
相
嘗
ノ
程
度
迄
完
成
セ
ラ
レ
居
リ
・
:
・
張
作
森
王
永
江
ヲ
其
憧
ニ
置
キ
:
:
:
我
針
支
政
略
ノ
基
礎
タ
ル
東
三
省
ハ

〈

川

〉

現
朕
維
持
ヲ
以
テ
支
那
中
央
混
蹴
ノ
此
時
期
ヲ
経
過
セ
シ
ム
ル
外
無
キ
カ
ト
存
ズ
」
。

吉
田
は
王
の
行
政
手
腕
と
そ
の
成
果
を
高
く
評
債
し
、
民
政
の
保
護
は
今
後
の
日
奉
関
係
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
と
の
剣
断
か
ら
王
支
持

(
ひ
い
て
は
張
支
持
〉
に
傾
い
て
い
た
。
だ
が
一
二
月
五
日
、
奉
天
軍
は
大
敗
を
喫
し
張
は
自
身
の
下
野
を
口
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。



戦
局
か
張
不
利
と
な
っ
た
時
、
王
の
態
度
は
襲
化
す
る
。
「
早
く
も
玉
永
江
一
涯
は
張
作
震
を
下
野
せ
し
め
卒
和
裡
に
政
権
の
授
受
を
行
は

し
む
る
は
地
方
治
安
維
持
上
の
賢
策
な
り
と
し
:
:
:
即
ち
省
議
舎
議
員
の
一
部
及
純
一
商
舎
の
一
部
の
如
き
は
、
早
く
も
密
か
に
郭
松
齢
に
密
書

〈

川

〉

を
迭
り
、
歓
迎
の
意
を
惇
ふ
る
と
共
に
:
:
:
張
作
震
に
下
野
要
請
を
協
議
せ
る
事
責
あ
り
」
。
吉
田
に
劃
し
て
は
、
「
王
省
長
ヨ
リ
調
停
頻
リ
ニ

依
頼
ア
リ
、
和
平
ノ
閲
-
一
地
方
政
権
ノ
授
受
ヲ
了
セ
シ
ム
ル
篤
邦
軍
-
一
連
絡
ヲ
付
グ
ル
ノ
急
務
ナ
ル
ヲ
求
メ
」
て
い
る
。
吉
田
は
「
郭
軍
司
令

部
ト
接
燭
ヲ
講
ズ
ル
手
筈
」
を
整
え
、
内
山
領
事
に
は
「
内
政
干
渉
・
張
作
寡
援
助
ノ
誤
解
ヲ
避
ク
ル
ニ
付
テ
ハ
十
分
ノ
注
意
ヲ
興
へ
置
キ
タ

(

則

〉
リ」。

「
文
治
涯
の
全
勢
時
代
は
郭
松
齢
が
武
断
涯
の
首
領
楊
字
震
の
排
斥
を
理
由
と
し
て
反
旗
を
翻
し
、
張
作
震
も
其
地
位
不
安
に
怯
え

(

川

)

賂
来
武
力
の
非
を
倍
り
民
政
を
重
ん
じ
云
々
と
云
ふ
通
電
を
護
し
た
嘗
時
に
あ
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
事
件
中
は
王
が
政
権
を
掌
握

す
る
好
機
で
あ
っ
た
。
だ
が
張
下
野
後
の
政
局
運
営
に
つ
い
て
王
は
迷
っ
て
い
た
。

後
に
、王

永
江
ハ
:
:
:
今
回
ノ
事
襲
ノ
初
ヨ
リ
張
ノ
下
野
ノ
己
ム
ヲ
得
サ
ル
ヲ
云
ヒ
唯
此
ノ
際
ハ
兎
モ
角
一
躍
彼
ノ
面
目
ヲ
立
テ
シ
メ
遁
嘗
ノ
機

舎
ニ
下
野
セ
シ
ム
ル
ヲ
可
ト
ス
ト
ナ
シ
:
:
:
郭
軍
一
鷹
山
海
閥
ユ
退
キ
テ
張
ノ
自
決
ヲ
待
タ
シ
ム
ル
カ
或
ハ
張
郭
共
-
一
下
野
シ
テ
他
ノ
何

人
カ
張
ノ
後
ヲ
襲
フ
ヵ
、
或
ハ
張
下
野
シ
郭
モ
亦
奉
天
ノ
主
脂
タ
ラ
ズ
、
奉
天
ノ
主
脳
ハ
官
民
各
法
圏
ヲ
シ
テ
選
奉
セ
シ
ム
ル
モ
可
ナ
リ
。

「
結
局
ハ
張
ヨ
リ
推
選
セ
ラ
ル
ル
ヲ
便
利
ト
ス
ベ
シ
、
各
法
圏
ノ
選
奉
-
一
一
待
ツ
ガ
如
キ
ハ
議
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最
後
に
奉
げ
た
項
目
の
現
質
性
に
つ
い
て
は
、

〈

山

〉

纏
マ
リ
難
シ
ト
答
ヘ
タ
リ
」
。
「
民
意
」
の
隼
重
を
訴
え
て
き
た
王
と
し
て
は
「
官
民
各
法
圏
」
に
よ
る
選
奉
が
望
ま
し
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
現
貫
問
題
と
し
て
、
張
と
い
う
援
を
失
え
ば
「
保
境
安
民
」
期
中
の
王
の
努
力
に
よ
り
あ
る
程
度
末
端
の
吐
舎
組
織
を
嘗
局
が
把
握
し

て
い
る
と
は
い
え
そ
れ
は
充
分
で
は
な
い
か
ら
、
東
三
省
は
混
凱
に
陥
り
そ
の
卒
和
的
解
決
は
難
し
い
。
そ
の
上
封
郭
工
作
を
始
め
て
約
一
週

(

山

〉

聞
で
奉
天
軍
側
に
は
黒
龍
江
軍
二
ニ
八

O
名
の
援
軍
が
あ
り
、
日
本
軍
の
増
兵
計
重
も
停
わ
っ
て
い
た
。
事
態
は
徐
々
に
郭
軍
不
利
へ
と
動
き

つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
結
局
王
は
張
政
権
の
。
内
。
に
と
ど
ま
っ
た
。

日
本
は
朝
鮮
か
ら
歩
兵
二
六
陵
と
野
砲
二
中
陵
を
奉
天
省
へ
移
動
さ
せ
、
更
に
久
留
米
二
一
師
圏
か
ら
混
成
一
雄
圏
(
歩
兵
四
大
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一
五
日
、
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除
・
騎
兵
な
ど
三
中
除
)
や
近
衛
師
園
等
約
二
五

O
O名
を
二
一
日
に
涯
遣
し
て
先
護
陵
と
交
代
さ
せ
る
旨
を
命
じ
た
。

(

川

〉

(

川

)

民
保
護
」
「
一
帝
一
園
ノ
樺
利
利
盆
擁
護
」
で
あ
司
た
が
、
先
護
陵
の
到
着
し
た
一
九
日
に
「
奉
天
軍
挽
回
ノ
形
勢
」
が
報
告
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

(

山

)

を
見
る
と
、
数
果
は
大
き
か
司
た
と
い
え
る
。

そ
の
名
目
は
「
一
一
帝
園
臣

(

山

〉

郭
軍
有
利
の
時
は
そ
の
進
撃
を
歓
迎
し
て
い
た
法
園
勢
力
も
、
三
省
保
安
舎
を
簿
設
し
張
作
震
を
そ
の
正
曾
長
に
奉
げ
て
張
支
持
に
ま
わ
司

た
。
二
二
日
か
ら
一
一
一
二
日
ま
で
の
決
戦
で
張
軍
は
大
勝
し
、
二
四
日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
郭
夫
妻
は
逮
捕
・
銃
殺
さ
れ
た
。
一
時
は
郭
へ
の

卒
和
的
政
権
譲
渡
を
工
作
し
た
王
は
、
張
政
権
内
に
と
ど
ま
る
代
わ
り
に
政
権
の
民
政
重
視
方
針
を
確
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

同

王
永
江
の
政
局
観
|
|
僻
任
の
背
景
1

1

郭
の
慮
刑
に
よ
り
危
機
は
回
避
さ
れ
た
。
し
か
し

「
奉
天
の
政
局
依
然
混
沌
」
と
し
て
お
り
、
張
作
震
が
下
野
し
て
も
穂
司
令
の
後
任
は
見

嘗
ら
ず
、
「
張
郭
戦
以
来
の
経
緯
か
ら
張
事
良
氏
一
涯
の
武
断
涯
は
、
王
、
氷
江
氏
等
文
人
波
撞
頭
を
快
し
と
せ
ず
、
暗
に
執
牒
を
生
じ
居
る
事

(

山

)

質
あ
り
」
と
い
わ
れ
た
。
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張
は
既
に
一
二
月
六
日
に
、
東
三
省
「
父
老
」
宛
に
「
武
備
を
縮
小
し
以
て
財
力
の
耗
を
省
き
」
「
金
融
の
素
観
を
防
ぎ
:
:
:
以
て
幣
債
の

維
持
を
篤
し
」
「
民
治
を
賀
行
し
以
て
文
化
の
施
設
を
謀
る
」
と
い
っ
た
内
容
の
逼
電
(
所
謂
「
保
境
安
民
」
遁
電
〉
を
鼓
し
て
い
た
。
張
は
王

(

川

〉

に
依
存
し
き
っ
て
お
り
、
「
従
来
の
態
度
を
一
襲
し
て
民
衆
の
信
患
を
背
景
と
す
る
文
治
涯
の
言
に
聴
か
ざ
る
を
得
ざ
る
」
朕
況
が
生
じ
て
い

(

川

)

た
。
放
に
王
は
通
電
を
「
忠
質
に
履
行
す
べ
き
も
の
と
信
じ
、
又
是
非
履
行
せ
し
む
べ
く
期
し
」
た
の
で
あ
っ
た
。

二
六
年
一
月
の
善
後
舎
議
で
王
は
以
下
の
如
く
述
べ
た
。
「
最
近
の
奉
天
省
の
軍
事
費
の
内
、
兵
工
廠
の
経
費
は
年
額
二
三

O
O寓
元
、
経

常
軍
事
費
は
一
八

O
O高
元
、
張
作
寡
個
人
の
機
密
費
は
約
一

O
O
O寓
元
、
組
計
五
一

O
O寓
元
と
い
う

E
額
に
達
す
る
が
、
歳
入
は
僅
か

〈

川

)

に
二
三

O
O高
元
し
か
な
」
い
。
こ
の
事
態
を
解
決
す
る
に
は
、

「
①
兵
工
廠
の
費
用
を
四

O
%
に
削
減
せ
よ
。
②
節
約
し
た
費
用
で
経
済
を

(

山

〉

③
軍
備
を
縮
小
し
軍
隊
を
三
・
四
師
固
に
縮
小
せ
よ
。
④
張
作
寡
個
人
の
機
密
費
を
倒
除
せ
よ
。
」
と
い
う
大

瑳
展
さ
せ
寅
業
を
振
興
せ
よ
。



臆
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

だ
が
王
の
意
見
は
全
く
容
れ
ら
れ
ず
、
張
は
宿
敵
・
呉
侃
学
と
の
同
盟
を
一
月
中
に
結
び
、
再
び
軍
備
増
強
に
着
手
し
た
。
王
は
二
月
一
九

日
、
持
病
の
治
療
を
理
由
に
鯖
郷
し
奉
天
へ
戻
ろ
う
と
し
な
か

っ
た
。
日
本
側
も
「
軍
閥
攻
撃

・
軍
備
縮
小
が
人
気
に
投
ず
る
故
、
文
治
涯
が

(

山

〉

之
を
利
用
す
る
の
傾
あ
り
。
故
に
徐
り
文
治
涯
を
煽
て
上
ぐ
る
は
考
え
も
の
」
と
し
て
、
冷
静
に
受
け
と
め
て
い
た
。

三
月
二
日
、

王
は
正
式
な
辞
表
を
提
出
し
た
。
そ
の
中
で
「
保
境
安
民
」
論
を
展
開
し
て
最
後
の
忠
告
を
試
み
た
。
ま
た
『
盛
京
時
報
』
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
劃
し
て
は
、

〈

山

)

の
半
数
で
充
分
で
あ
る
」
と
答
え
確
固
た
る
信
念
を
示
し
た
。

(

山

〉

れ
、
や
む
を
得
ず
受
理
し
た
。
文
治
涯
の
一
人
・
子
沖
漢
は
主
の
員
意
を
茨
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

王
省
長
ニ
於
テ
モ
綿
司
令
ガ
員
-
一
民
意
-
一
基
礎
ヲ
置
キ
諸
政
ノ
改
善
ヲ
圃
リ
且
開
門
ヲ
閉
ヂ
テ
自
ラ
守
ル
事
-
一
割
シ
確
貫
ナ
保
誼
ヲ
興
フ

〈

山

〉

ル
ト
キ
ハ
、
絶
叫
剣
開
任
セ
ナ
イ
デ
モ
ナ
イ
:
:
:

王
は
張
に
方
針
の
獲
更
を
促
す
た
め
、
政
治
生
命
を
賭
け
て
直
言
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
張
に
は
王
の
員
意
が
充
分
に
理

一
種
ノ
文
治
涯

「
た
と
え
中
央
が
奉
天
に
挑
戦
し
て
き
で
も
奉
天
側
は
省
境
を
守
る
に
と
ど
め
れ
ば
現
在
保
有
し
て
い
る
軍
隊

張
作
震
は
驚
き
、

様
々
な
説
得
工
作
を
始
め
た
が
五
日
に
再
び
辞
表
が
出
さ
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解
で
き
な
か
っ
た
。
王
の
側
近
・
丁
鑑
修
は
張
の
様
子
を
「
〔
王
永
江
の
辞
職
は
〕
是
恰
モ
郭
松
齢
ガ
倒
文
セ
ル
ト
同
ジ
ク
、

(

川

)

ノ
謀
反
ナ
リ
ト
テ
頗
ル
憤
怒
セ
ル
模
様
」
と
報
告
し
て
い
る
。
張
に
と
っ
て
王
は
、
自
己
の
優
位
を
前
提
と
す
る
軍
民
二
重
支
配
瞳
制
の
歯
車

の
一
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
王
は
政
権
の
。
内
。
に
と
ど
ま
り
つ
つ
も
民
政
と
軍
政
の
劃
等
を
志
向
し
て
い
た
。

』
僻
任
か
ら
五
箇
月
後
、
王
は
以
下
の
如
く
心
境
を
述
べ
た
。
「
「
保
境
安
民
」
論
は
も
と
よ
り
奉
天
省
第
一
の
要
義
で
あ
る
。
惜
し
む
べ
き

は
嘗
局
が
郭
松
齢
の
反
蹴
卒
定
後
に
た
だ
ち
に
貫
行
せ
ず
、
今
日
に
至
っ
て
形
勢
が
既
に
襲
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
:
:
:
今
日
の
形
勢
で
は
も

ハ
川
)

う
「
保
境
安
民
」
を
唱
え
る
こ
と
は
許
き
れ
な
い
。
」
こ
こ
で
言
う
「
保
境
安
民
」
は
東
三
省
の
地
域
性
に
根
ざ
し
た
そ
れ
で
あ
る
。
迭
に
王

は
、
地
域
の
利
盆
を
擁
護
す
る
民
政
重
視
H

「
保
境
安
民
」
方
針
を
政
権
の
中
に
確
立
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
自
ら
認
め
た
。

「
王
ユ
ス
レ
楊
ニ
ス
レ
武
ヲ
捨
テ
文
ニ
全
力
ヲ
傾
注
シ
財
ヲ
整

へ
民
力
ノ
培
養
ニ
努
力
セ
ラ
ル
ル
人
物
ナ
ラ
バ
、
大

ニ
是

105 

郭
事
件
を
機
に
、
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ヲ
歓
迎
ス
ヘ
シ
」
「
省
民
ハ
執
レ
モ
張
作
震
ノ
専
撞
-
一
封
シ
内
心
不
快
ヲ
感
ジ
居
レ
リ
」
と
い
う
日
本
側
の
観
察
が
あ
っ
た
。
だ
が
辛
亥
革
命

以
来
、
張
作
震
の
反
射
勢
力
は
常
に
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
と
い
う
背
景
も
あ
り
、
王
の
他
に
「
直
面
的
ニ
張
ヲ
読
服
ス
ル
有
志
ハ
到
底

(

川

〉

(

川

〉

之
ヲ
見
出
ス
能
ハ
ザ
ル
」
こ
と
、
「
統
治
者
の
何
人
た
る
を
選
ば
ず
能
く
統
治
す
る
者
を
欲
す
る
」
と
い
う
省
民
の
消
極
性
や
祉
曾
的
制
約
が

王
を
孤
立
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
政
権
に
王
を
復
蹄
さ
せ
よ
う
と
い
う
請
願
は
あ
っ
て
も
、
王
を
中
心
に
し
て
政
権
に
何
ら
か
の
匪
力
を
か
け

ょ
う
と
い
う
有
力
者
層
の
動
き
は
管
見
の
限
り
史
料
上
に
は
残
っ
て
い
な
い
。
王
永
江
は
清
末
新
政
の
改
革
の
気
運
を
縫
承
し
「
保
境
安
民
」

と
い
う
形
で
中
園
の
中
で
東
三
省
地
域
の
自
主
性
の
あ
る
べ
き
姿
を
主
張
し
た
地
方
官
僚
で
あ
っ
た
が
、
自
ら
の
志
向
を
完
全
に
貫
現
す
る
こ

〈

川

)

(

印

〉

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
残
さ
れ
た
課
題
は
張
撃
良
政
権
と
「
満
洲
園
」
建
園
期
の
地
方
維
持
委
員
舎
と
い
う
こ
つ
の
流
れ
に
異
な
る
形
で
俸
え

ら
れ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
の
機
舎
に
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

終

り

tこ
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王
永
江
は
奉
天
省
の
紳
商
層
の
中
で
地
方
官
僚
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、
同
じ
く
奉
天
省
出
身
の
軍
人
の
張
作
震
の
も
と
で
民
政
・
財

政
の
最
高
責
任
者
に
任
じ
ら
れ
た
。
王
は
辛
亥
革
命
で
途
絶
え
た
清
末
新
政
時
期
(
特
に
越
爾
巽
〉
の
方
針
を
纏
承
し
、
税
務
機
構
の
改
革
・

借
款
の
有
数
利
用
・
軍
事
費
削
減
要
求
等
に
よ
っ
て
先
ず
軍
政
に
従
属
し
て
き
た
財
政
部
門
の
自
立
化
を
準
め
た
。
更
に
第
一
決
奉
直
戦
争
敗

北
後
は
軍
隊
を
東
三
省
地
域
に
と
ど
め
、
中
圏
全
瞳
の
情
勢
を
見
据
え
つ
つ
も
該
地
域
の
自
主
性
を
維
持
す
る
「
保
境
安
民
」
方
針
を
主
張

し
、
辛
亥
革
命
以
来
潜
在
化
し
た
奮
念
進
曾
系
を
内
包
す
る
地
域
有
力
者
層
(
清
末
の
紳
一
商
層
に
相
賞
す
る
)
の
政
権
支
配
へ
の
参
加
を
受
容
し
民

政
の
自
立
化
を
園
司
た
。
「
保
境
安
民
」
期
末
期
か
ら
園
民
議
系
の
省
議
舎
議
員
・
趨
鋤
非
ら
が
撞
頭
し
、
王
が
有
力
者
層
全
盤
の
漠
然
と
し

た
総
意
と
し
て
考
え
て
い
た
地
域
振
興
志
向
の
「
民
意
」
は
、
利
権
回
牧
H
排
日
運
動
へ
と
具
瞳
化
す
る
。
そ
の
高
揚
の
中
で
同
じ
く
園
民
蕪

の
影
響
を
受
け
た
郭
松
齢
が
反
凱
を
起
こ
し
、
張
作
震
も
一
時
は
下
野
を
考
え
、
王
永
江
は
下
野
工
作
を
行
っ
た
が
日
本
軍
の
介
入
も
あ
っ
て

張
は
政
権
を
維
持
し
た
。
王
は
「
保
境
安
民
」

H
民
政
重
視
路
線
の
確
立
を
訴
え
僻
職
し
た
が
、
張
は
王
が
政
権
の
単
な
る
歯
車
か
ら
張
と
封



等
の
立
場
で
民
政
を
確
立
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
成
長
し
て
い
た
の
に
気
づ
か
ず
、
有
力
者
層
も
王
を
積
極
的
に
支
持
し
て
張
に
政
治
的

藍
力
を
か
け
る
こ
と
を
せ
ず
政
権
へ
の
復
婦
を
懇
願
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
新
政
以
来
の
東
三
省
地
域
社
舎
全
瞳
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
の
確
立

l
l民
政
・
財
政
の
完
全
な
安
定
化
と
有
力
者
層
の
意
見
の
反
映
ー
ー
と
い
う
問
題
は
、
次
代
へ
も
ち
こ
さ
れ
て
い
っ
た
。

「
保
境
安
民
」
期
を
中
心
と
し
て
、
政
権
は
主
に
王
永
江
を
逼
じ
て
地
域
社
舎
の
利
盆
の
優
先
を
約
束
し
た
。
貫
際
、
北
京
政
権
に
直
接
闘

興
し
な
い
二
年
聞
に
、
王
は
鍛
道
の
敷
設
・
教
育
の
振
興
・
金
融
の
安
定
・
自
治
匝
村
制
に
よ
る
祉
舎
組
織
の
末
端
に
至
る
ま
で
の
支
配
貫
徹

等
に
次
々
に
着
手
し
た
。
日
本
側
の
譲
歩
を
巧
み
に
引
出
し
た
奉
海
線
建
設
と
、
次
代
に
大
き
な
影
響
を
輿
え
た
東
北
大
事
の
創
立
は
特
記
す

ベ
き
成
果
で
あ
ろ
う
し
奉
天
票
を
中
心
と
す
る
紙
幣
の
債
値
襲
動
は
嘗
局
が
設
定
し
た
レ

l
ト
を
大
き
く
逸
脱
す
る
こ
と
も
な
く
安
定
し
た
推

移
を
見
せ
た
。
そ
れ
は
清
末
新
政
時
に
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
貼
の
ご
く
一
部
の
解
決
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
が
、
政
権
が
地
域
と
し

て
の
護
展
を
員
剣
に
考
え
擁
護
し
て
ほ
し
い
と
い
う
地
域
社
舎
の
期
待
に
一
部
で
も
麿
え
た
こ
と
で
も
あ
る
。
清
末
の
紳
一
商
屠
は
徴
税
行
震
の

一
部
代
行
を
逼
じ
て
警
察
行
政
と
密
接
に
関
わ
り
、
や
が
て
請
願
に
よ
っ
て
地
方
行
政
全
韓
を
左
右
す
る
に
至
っ
た
が
、
民
園
初
j
中
期
の
有

力
者
屠
は
基
本
的
に
は
「
民
意
」
と
い
う
一
種
の
匡
力
で
張
作
震
を
地
域
の
治
安
維
持
の
一
板
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
。
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し
か
し
郭
松
齢
事
件
を
機
に
「
保
境
安
民
」
と
い
う
支
配
の
論
理
は
軍
政
の
強
大
化
と
関
内
準
出
と
い
う
支
配
の
賓
際
と
の
聞
で
大
き
な
矛

盾
を
生
じ
、
説
得
力
を
持
た
な
く
な
っ
た
。
王
永
江
の
引
退
は
そ
の
象
徴
的
事
件
で
あ
り
、
王
と
い
う
抑
止
力
を
失
っ
た
政
権
は
地
域
か
ら
ま

す
ま
す
遊
離
し
て
い
っ
た
。
少
な
く
と
も
王
に
と
っ
て
張
作
震
政
権
は
そ
の
護
端
か
ら
言
っ
て
も
地
域
社
舎
の
治
安
維
持
を
最
大
の
課
題
と
す

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
政
権
の
存
在
意
義
が
あ
っ
た
。
張
に
し
て
も
日
本
側
に
し
て
も
こ
の
よ
う
な
方
針
を
持
つ
王
は

完
全
に
従
属
さ
せ
て
お
き
た
い
官
僚
で
あ
っ
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
雨
者
と
も
従
属
さ
せ
得
な
か
ア
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
王
を
従
属
さ
せ
得

た
の
は
地
域
社
舎
だ
け
で
あ
り
、
地
域
社
舎
に
と
っ
て
の
張
作
寡
政
権
と
は
初
歩
的
に
せ
よ
祉
舎
に
劃
す
る
貢
献
度
で
債
値
を
測
り
得
る
、
一
該

地
域
出
身
者
に
よ
る
最
初
の
地
方
政
擢
だ
ア
た
の
で
あ
っ
た
。

107 



108 

註(

1

)

例
え
ば
園
田
一
組
『
張
作
祭
』
(
東
京
中
華
堂
、
一
九
二
三
年
)
、

同
『
東
三
省
の
現
勢
』
(
奉
天
遼
東
事
情
研
究
舎
、
一
九
二
四
年
)
、

西
村
成
雄
「
東
三
省
軍
問
権
力
と
園
民
革
命
期
民
衆
運
動
」
(
『
中
園

近
代
東
北
地
域
史
研
究
』
法
律
文
化
粧
、
一
九
八
四
年
〉
、
謝
碧
珠
「
一

九
二

0
年
代
に
お
け
る
東
三
省
と
日
本
|
|
張
作
森
の
封
日
態
度
を
中

心
に

l
1」
(
『
お
茶
の
水
史
皐
』
第
三
二
鋭
、
一
九
八
八
年
)
、
松
重

充
浩
「
張
作
森
に
よ
る
奉
天
省
権
力
の
掌
握
と
そ
の
支
持
基
盤
」
(
『
史

聞
学
研
究
』
第
一
九
二
挽
、
一
九
九
一
年
〉
、
常
城
主
編
『
張
作
森
』
(
遼

寧
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
)
、
王
鴻
賓
主
編
『
張
作
森
和
奉
系
軍

関
』
(
河
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
)
、
窓
口
の
負
自
由
nr・
0
・・

。
宮
沼
町
叫
A
8
N
3
3
民
有
H
F
E之
内

E.EH
』
旨
』
|
』
旨
?
の
FN諸
島
喝

、応、b
p
b誼
札

HF内
〉
向
。
詰
与
臣
、
怠
司

HAbb-ω
窓
口
問

OH仏

C
E
Z
H田町
〕
『

句
同

g
p
H
U
J
ミ
・

ω己
g
r
F・
岡

山

-
-
h
h
a
H
W
H
h，M
H

昔、s
q
E
凡向、。
b
b司
内

同
】

8
・N
3・
吋
r巾

C
E
5
5
q
o間
宮
-nE阿
国

F
E
M
-
u・・
HU
芯・

等。

(
2
〉
(
中
園
)
東
北
地
域
と
言
う
場
合
、
東
一
一
一
省
(
奉
天
H

現
遼
寧
、
吉

林
、
黒
龍
江
三
省
〉
と
同
義
の
こ
と
が
多
い
が
、
本
来
は
漠
然
と
山
海

関
外
の
地
を
指
し
「
省
」
と
い
う
概
念
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
所
謂

「
満
洲
」
と
同
義
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
e

木
稿
で
は
張
作
森
政
権
を
そ

の
前
史
を
含
め
て
理
解
す
る
立
場
を
と
り
た
い
の
で
、
政
権
全
佳
を
い

う
と
き
は
「
東
北
」
概
念
を
用
い
、
明
確
に
東
三
省
地
域
に
問
題
か
限

定
で
き
る
時
は
「
東
一
一
一
省
」
概
念
を
用
い
る
。

(

3

)

松
重
充
浩
「
張
作
森
に
よ
る
在
地
懸
案
解
決
策
と
吉
林
省
督
軍
孟
恩

還
の
廓
逐
」
(
横
山
英
・
曾
回
三
郎
編
『
中
園
の
近
代
化
と
政
治
的
統

合
』
渓
水
祉
、
一
九
九
二
年
〉
。

(

4

)

例
え
ば
園
田
氏
は
「
張
作
震
の
大
番
頭
と
し
て
忠
質
に
専
ら
理
財
の

道
の
み
に
専
念
し
た
」
が
「
そ
の
財
政
整
理
も
無
駄
骨
に
す
ぎ
な
か
っ

た
」
と
許
し
(
『
奉
天
省
財
政
の
研
究
』
盛
京
時
報
位
、
一
九
二
七
年
、

六
三
頁
。
以
下
園
田
『
財
政
』
と
略
。
〉
、

ω巳
g
E
氏
は
張
作
森
に
制
到

す
る
王
永
江
の
影
響
力
を
認
め
つ
つ
も
(
宰
・
町
民
同
・
・
句
・
印
。
〉
、
顧
問
圏

へ
の
従
属
性
を
強
調
し
て
い
る

Q
・
8
)。
ま
た
宮
口
の
2
5
2
r
氏

は
「
張
と
い
う
軍
人
よ
り
も
日
本
帯
園
主
義
者
と
同
質
の
人
物
だ
っ

た」

(
C
M
Y

町民同・・司・

5
C
と
結
論
し
て
い
る
。

(
5
〉
や
や
レ
ヴ
ェ
ル
の
違
う
「
限
界
」
に
な
る
が
、
本
稿
も
ま
た
日
本
側

の
盟
富
な
史
料
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
中
園
側
史
料
の
公
刊
は
断
片

的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
全
鐙
像
が
把
握
し
難
い
た
め
で
あ
る
。

日
本
側
の
偏
見
に
は
充
分
留
意
す
る
が
、
濁
自
の
調
査
に
基
づ
く
も
の

で
あ
れ
ば
記
録
者
の
主
観
が
色
濃
く
出
て
い
る
も
の
で
も
出
さ
ざ
る
を

得
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

(

6

)

川
久
保
悌
郎
「
清
末
光
緒
初
年
の
東
三
省
の
行
政
改
革
に
つ
い
て

|
|
清
朝
の
満
洲
統
治
|
|
」
(
『
関
東
皐
園
大
皐
紀
要
』
第
三
集
、
一

九
七
九
年
)
、
五
|
六
頁
。

(

7

)

園
田
『
財
政
』
一
一
頁
。

(
8
〉
徐
世
昌
『
東
一
一
一
省
政
略
』
巻
六
民
政
述
要
。

(
9
)

前
掲
註
(

7

)

。

(
日
〉
「
法
定
圏
鐙
」
(
以
下
「
法
圏
」
と
略
稽
〉
の
一
円

J

。
清
末
新
政
時

に
各
地
で
商
務
・
工
務
・
農
務
・
数
育
各
舎
が
創
設
さ
れ
、
民
園
も

公
認
し
た
。
金
子
肇
「
一
九
二

0
年
代
前
半
期
に
お
け
る
各
省
「
法

圏
」
勢
力
と
北
京
政
府
」
(
横
山
英
編
『
中
園
の
近
代
化
と
地
方
政
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治
』
勤
草
書
房
、
一
九
八
五
年
)
を
参
照
。
商
務
舎
(
一
商
舎
〉
は
光
緒

二
九
(
一
九
O
三
〉
年
の
欽
定
爾
舎
章
程
、
民
園
に
入
っ
て
か
ら
は
一

九
一
五
年
の
喬
曾
法
に
基
づ
く
。
但
し
設
立
年
は
各
商
舎
ま
ち
ま
ち
で

あ
る
。
例
え
ば
奉
天
商
舎
は
公
議
舎
を
前
身
と
し
光
緒
二
八
年
に
設
立

さ
れ
、
笹
口
・
蓋
卒
・
錦
豚
・
承
徳
各
商
舎
は
光
緒
三
二
年
に
設
立
さ

れ
て
い
る
。
満
洲
圏
寅
業
部
臨
時
産
業
調
査
局
『
満
洲
ニ
於
ケ
ル
商

品
閏
』
(
一
九
三
八
年
〉
、
二
|
三
頁
。

(
日
)
寧
武
「
東
北
革
命
運
動
史
述
要
」
前
編
(
『
中
華
民
園
開
園
五
十
年
文

献
』
第
一
編
第
一
二
加
正
中
書
局
一
九
六
四
年
〉
、
四
ご
一
|
三
頁
。

同
「
東
北
辛
亥
革
命
簡
述
」
(
中
園
人
民
政
治
協
商
舎
議
全
園
委
員
舎

文
史
資
料
研
究
委
員
舎
編
『
辛
亥
革
命
四
億
録
』
第
五
集
、
文
史
資
料

出
版
位
、
一
九
八
一
年
)
、
五
四

O
頁
。
孫
百
斜
は
そ
の
後
一
九
一
一

年
に
諮
議
局
議
長
・
翌
年
に
奉
天
布
政
使
に
就
任
し
た
が
越
爾
繋
が
奉

天
都
督
を
勘
附
し
た
時
に
離
職
し
た
(
外
務
省
保
存
記
録
認
咋
H・
2
・

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
番
号

A
P
P
8
--HH曲
目
。
令
|
回
定
∞
大
正
八
年
一
月
十
六
日
「
奉
天
省
出
身

官
吏
ノ
現
勢
」
。
以
下
該
記
録
は
略
鋭
で
表
記
す
る
)
。
し
か
し
奉
天
商

界
の
寅
力
者
で
あ
り
績
け
、
王
永
江
が
財
政
康
長
と
な
っ
た
時
、
再
び

喬
曾
長
と
し
て
共
に
金
融
政
策
に
関
輿
し
た
。

(
ロ
)
『
東
三
省
政
略
』
巻
七
財
政
述
要
。

(
日
)
筆
者
は
こ
の
麿
が
民
園
期
の
地
域
有
力
者
層
の
母
僅
と
な
っ
た
と
考

え
て
い
る
。
但
し
清
末
期
と
民
園
期
と
で
は
所
謂
革
命
勢
力
の
政
治
的

比
毒
か
異
な
る
の
で
名
稽
を
分
け
て
お
き
た
い
。
張
作
祭
政
権
下
の
有

力
者
層
に
つ
い
て
は
前
掲
註
〈
1
)
、
松
重
論
文
を
参
照
。

(
U
〉
註
(
ロ
〉
巻
六
民
政
「
紀
衛
生
醤
院
」
。

(
お
)
同
述
要
。

民
政
案

「
議
員
呉
慈
培
議
巡
警
道

〈
叩
山
)
同
巻
十
二
諮
議
鹿
議
案

呈
擬
査
一
警
制
案
」
。

(
口
)
徐
世
昌
『
退
耕
堂
政
書
』
各
二

O

善
後
緋
法
摺
」。

(
路
)
『
錫
良
遺
稿
』
巻
七
東
三
省
総
督
任
内
摺
片
宣
統
二
年
十
一
月

初
六
日
「
奉
省
域
鎖
郷
自
治
舎
成
立
徴
枚
附
加
損
税
扱
充
自
治
経
費

摺
」
。
向
、
廷
木
川
は
光
緒
=
二
年
四
月
に
増
旗
が
離
任
し
六
月
に
越
爾

巽
が
就
任
す
る
ま
で
盛
京
将
軍
を
署
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
自
身
は
同

年
十
一
月
か
ら
宣
統
元
年
八
月
ま
で
熱
河
都
統
で
あ
っ
た
。
『
清
史
稿
』

倉
二

O
八
彊
匡
年
表
十
二
を
参
照
。

(
四
〉
同
「
奉
天
全
省
各
界
紳
民
因
時
局
迫
不
及
待
呈
請
代
奏
明
年
卸
開

園
舎
以
救
危
亡
摺
」
。

(
初
)
{
子
は
眠
源
。
践
は
銭
街
。

一
八
七
二
年
、

金
州
の
富
裕
な
雑
貨
庖
に

生
ま
れ
た
。
先
祖
は
山
東
省
登
州
府
か
ら
の
移
民
。
少
年
期
か
ら
奉
天

で
勉
強
し
、
亥
金
鎧
と
知
り
合
っ
た
。
一
九
O
O年
に
金
州
聴
皐
歳

貢
。
修
皐
後
、
金
州
で
南
金
書
院
公
皐
堂
の
創
立

・
経
脇
田
に
閥
わ
る
。

以
後
の
経
歴
は
本
文
の
湿
り
。
王
の
俸
記
・
研
究
と
し
て
は
以
下
を
参

照
。
因
遺
種
治
郎
編
『
東
三
省
官
紳
録
』
(
一
九
二
四
年
〉
、
田
島
富

穂
「
王
永
江
を
語
る
」
(
満
洲
回
顧
集
刊
行
曾
編
『
あ
あ
満
洲
圏
つ

く
り
産
業
開
設
者
の
手
記
』
農
林
出
版
、
一
九
六
五
年
)
、
安
岡
正
篤

「
満
洲
近
代
の
名
相
主
永
江
」
(
『
政
治
家
と
寅
践
哲
皐
』
全
園
師

友
協
舎
、
一
九
八
三
年
復
刻
版
"
一
九
四
八
年
初
版
)
、

漏
月
庵

・
潤

生
「
王
永
江
」
(
『
落
陽
文
史
資
料
選
緯
』

一
九
八
三
年
第
四
期
)
、
金

銃
献
「
玉
永
江
別
俸
」
(
『
吉
林
文
史
資
料
選
輯
』
一
九
八
三
年
第
四

期
)
、
貌
稿
鮮
「
王
永
江
停
略
」
(
『
東
北
地
方
史
研
究
』
一
九
八
五
年

「
査
明
奉
省
医
緋
房
掲
情
形
並
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第
二
期
)
、

ω巳
g
E・

e-
町
民
同
・
。
山
問
、
『
吉
林
文
史
資
料
選
輯
』
と

ω己
g
E
論
文
は
土
田
哲
夫
氏
の
提
供
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
意
を
表

し
た
い
。

(
幻
〉
字
は
潔
珊
。
一
八
七
O
年
生
ま
れ
。
民
園
初
期
に
参
政
院
参
政
、
張

作
森
が
奉
天
省
の
質
権
を
握
っ
た
一
九
一
ム
ハ
年
に
は
そ
の
秘
書
長
、
一

九
年
に
黒
龍
江
督
軍
・
孫
烈
臣
の
秘
書
長
と
な
っ
た
が
い
ず
れ
も
短
期

闘
で
僻
し
、
二
二
年
に
北
京
政
府
が
奉
天
省
長
に
任
命
し
た
時
も
こ
れ

に
隠
じ
ず
大
速
に
隠
居
し
た
。
墓
支
餓
道
理
事
や
張
作
森
の
顧
問
と
し

て
隠
然
た
る
カ
を
持
ち
、
王
永
江
・
子
沖
漢
(
後
述
〉
と
並
ぶ
所
謂

「
文
治
波
三

E
頭
」
(
本
庄
繁
「
満
蒙
問
題
解
決
ノ
根
本
方
策
」
昭
和

六
年
十
月
二
十
四
日
『
本
庄
日
記
』
原
書
房
、
一
九
八
九
年
三
七

五
頁
〉
の
一
人
。
「
満
洲
園
」
で
は
参
議
府
参
議
、
倫
書
府
大
臣
。
同

園
出
問
渡
後
は
ソ
ビ
エ
ト
に
抑
留
さ
れ
て
病
死
し
た
と
も
言
う
(
江
夏
由

樹
「
奮
奉
天
省
遼
陽
の
郷
圏
指
導
者
、
友
金
鎧
に
つ
い
て
」
『
一
橋
論

議
』
第

一
O
O
巻
六
鋭
一
九
八
八
年
、
七
九
四
頁
)
。
外
務
省
情
報

部
編
『
現
代
中
華
民
園
・
満
洲
園
人
名
鑑
』
(
東
亜
同
文
舎
、
一
九
二

九
年
〉
参
照
。

(
詑
)
前
掲
註
(
叩
凶
〉
宣
統
三
年
四
月
十
三
日
「
王
永
江
緋
理
警
政
出
力

諾
破
格
録
用
片
」
。

(
お
)
大
阪
朝
日
新
聞
明
治
四
四
年
七
月
一
O
日
「
趨
総
督
の
近
政
」
。

命
該
紙
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
後
藤
孝
夫
『
辛
亥
革
命
か
ら
満
州
事

襲
へ

1

|
大
阪
朝
日
新
聞
と
近
代
中
園
|
|
』

(
み
す
ず
書
房
、

一
九

八
七
年
)
を
参
照
。

(
担
)
辛
亥
革
命
前
後
の
東
三
省
に
つ
い
て
は
註
(
U
〉
の
寧
武
の
も
の
の

他
、
以
下
の
回
顧
録
・
研
究
を
参
照
。
王
夜
長
「
襟
州
起
義
及
北
方
草

命
運
動
筒
述
」
(
前
掲
『
辛
亥
革
命
回
憶
録
』
〉
、
中
園
祉
舎
科
皐
院
吉

林
省
分
院
歴
史
研
究
所
・
吉
林
師
範
大
事
歴
史
系
『
近
代
東
北
人
民
革

命
運
動
史
(
奮
民
主
主
義
革
命
期
〉
』
(
吉
林
人
民
出
版
社
、
一
九
六

O
年
)
、
林
能
土
「
辛
亥
革
命
時
期
北
方
地
区
的
革
命
活
動
」
(
中
華

民
園
史
料
研
究
中
心
編
『
孫
中
山
先
生
輿
辛
亥
革
命
』
(
下
)
、
一
九

八
一
年
)
、
西
村
成
雄
「
東
三
省
に
お
け
る
辛
亥
革
命
」
(
註
ハ
1
)
前
掲

害)。

(
お
)
遼
寧
省
楢
案
館
編
『
奉
系
軍
閥
楢
案
史
料
品
提
編
』
一
(
江
蘇
古
籍
出

版
社
・
香
港
地
卒
線
出
版
社
、
一
九
九
O
年
)
、
六
一
七
l
六
一
八
頁
、

「
張
作
森
震
報
告
殺
害
革
命
熊
急
進
舎
長
張
熔
・
賓
昆
・
回
亜
費
等
経

過
情
形
給
越
爾
巽
呈
」
(
一
九
二
一
年
一
月
二
四
日
〉
。

(
部
)
江
夏
由
樹
「
奮
奉
天
省
撫
順
の
有
力
者
張
家
に
つ
い
て
」
(
『
一
橋

論
叢
』
第
一
O
二
巻
六
鋭
、
一
九
八
九
年
)
、
九
七
頁
。

(
幻
〉
同
「
奉
天
地
方
官
僚
集
圏
の
形
成
|
|
辛
亥
革
命
期
を
中
心
に

-
|
」
(
一
橋
大
拳
『
経
済
拳
研
究
』
第
一
一
一
一
続
、
一
九
九
O
年
〉
、

三
四
二
頁
。

(
叩
叫
)
前
掲
『
近
代
東
北
人
民
革
命
運
動
史
』
、
二
四
O
|
二
八
二
頁
。

(
却
)
王
鴻
賓
主
編
、
前
掲
書
五
三
|
四
頁
。

〈

ω)
『
盛
京
時
報
』
一
九
一
八
年
四
月
一
九
日
「
奉
省
之
財
政
現

欽
」
。
該
紙
は
一
九
O
六
年
一
O
月
一
八
日
、
日
本
人
・
中
島
民
雄
が

創
刊
し
た
漢
字
新
開
。
情
報
源
は
日
本
領
事
館
と
考
え
ら
れ
、
信
溶
性

は
高
い
。
新
聞
事
情
の
詳
細
に
つ
い
て
は
郁
其
文
「
近
・
現
代
溶
陽
報

紙
筒
介
」
(
『
落
陽
文
史
資
料
選
輯
』
一
九
八
三
年
第
四
輯
)
を
参
照
。

(
況
〉
園
田
、
前
掲
『
東
三
省
の
現
勢
』
二
七
二
頁
。

(
m
M
)

『
盛
京
時
報
』
一
九
一
七
年
七
月
六
日
「
主
鹿
長
整
頓
財
政
計
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重
」
。
ま
た
園
田
、
前
掲
『
財
政
』
三
四
頁
に
こ
の
記
事
の
翻
謬
と
思

わ
れ
る
部
分
が
あ
る
。

(
お
)
同
一
九
一
七
年
一

O
月
一
八
日
「
各
豚
税
指
成
績
之
比
較
」

「
列
挑
南
税
措
潟
三
等
枚
入
」
。

(
鈍
)
同
一
九
一
九
年
一

O
月
一
四
日
「
王
臆
長
整
頓
税
務
緋
法
」
。

ハ
お
)
園
田
、
前
掲
『
財
政
』
三
一
一
一
頁
。

(
部
〉
余
傷
「
王
、
氷
江
創
排
奉
天
税
務
講
習
所
」
(
『
東
北
地
方
史
研
究
』

一
九
八
九
年
第
三
期
)
。

(
幻
〉
一
九
一
八
年
、
ア
メ
リ
カ
は
ピ
ッ
ト
マ
ン
僚
例
を
公
布
し
て
「
園
庫

保
有
銀
塊
の
賓
却
」
を
行
い
「
合
衆
園
ノ
敵
ト
交
戦
中
ナ
ル
外
園
政
府

ヲ
援
助
ス
ル
」
こ
と
を
裂
表
し
た
。
嘗
時
第
一
次
大
載
を
契
機
に
世
界

的
に
銀
生
産
が
減
少
し
た
に
も
拘
ら
.す
需
要
は
激
増
し
て
お
り
、
保
例

の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
西
村
、
前
掲
書
、
一
五
一
一
一
ー
一
五
四
頁
。

(
叩
ぬ
〉
遁
稽
「
金
票
」
。
倫
、
銀
建
の
横
演
正
金
銀
行
券
は
「
妙
音
声
」
と
呼

ば
れ
た
。

(
却
〉
宮
司
H・吋
-
Y日
-
H
H
P
N
8
5
8
1
5
3
大
正
六
年
一

O
月
一
一
六
日

奉
天
満
俄
公
所
。

(
必
)
豆
、
H，rpH-AH
戸
口
由

8
8
1
8
E

大
正
六
年
一
一
一
月
一
四
日

関
東
都
督
府
陸
軍
参
謀
部
諜
第
二
八
貌
(
秘
)
。

(
4
〉
註
(
却
)
に
同
じ
。

(
必
〉
中
園
人
民
銀
行
総
行
参
事
室
編
『
中
華
民
園
貨
幣
史
資
料
第
一
輯

(
一
九
一
二
|
一
九
二
七
)
』
(
以
下
『
貨
幣
史
』
。
上
海
人
民
出
版

社
、
一
九
八
三
年
〉
、
八
一
四
頁
。

(
必
)
一
二
回
了
一
「
東
三
省
銀
行
の
合
併
と
其
の
護
行
に
係
る
大
洋
票
」

(
『
現
代
史
資
料
沼
満
鍛
2
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
九
年
〉
、
七
五

o
i七
五
三
頁
。

(
H
H
)

園
田
、
前
掲
『
東
三
省
の
現
勢
』
一
一
四
頁
。

(
必
)
註
〈
必
)
に
同
じ
。

(
必
)
園
田
、
前
掲
『
財
政
』
七
一
|
八
八
頁
。

(
円
引
)
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
』
(
原
書
房
)
大
正
一
一
年
第
二
加

五
一
七
頁
奉
天
・
赤
塚
総
領
事
よ
り
内
田
外
相
宛
「
張
作
森
ハ
堕

税
関
税
差
押
命
令
撤
回
方
要
請
ヲ
担
否
シ
タ
ル
件
」
。

〈
必
)
笠
原
十
九
司
「
五
四
運
動
期
の
北
京
政
府
財
政
の
素
乱
」
(
『
宇
都

宮
大
皐
教
育
聞
宇
部
紀
要
第
一
部
』
一
一
一

O
説
、
一
九
八

O
年
)
、
八

0
1八

一
頁
。
倫
、
外
園
人
顧
問
に
つ
い
て
は
宮
叶
「
斗

-r
ロ河
-
M
怠
ミ
l

s
大
正
二
年
五
月
一
三
日
牛
妊
・
太
田
領
事
よ
り
牧
野
外
相
宛
報

告
公
第
五
八
践
「
奉
天
堕
務
稽
核
造
報
分
所
-
一
関
ス
ル
調
査
報
告

ノ
件
」
で
該
分
所
に
は
ア
メ
リ
カ
人
顧
問
句
丸
田
向
が
招
聴
さ
れ
た
と

い
う
。
ま
た
同
J
B
l
g
同
年
六
月
七
日
特
命
全
権
公
使
・
伊
集
院

彦
吉
機
密
第
一
九
七
挽
「
奉
天
盤
務
稽
核
造
報
分
所
-
一
傍
聴
ノ
米

園
人
ヲ
日
本
人
ト
取
換
方
交
渉
ニ
関
ス
ル
件
」
に
譲
れ
ば
、
日
本
側
は

堕
税
管
理
に
強
い
意
欲
を
持
っ
て
い
た
が
そ
れ
に
成
功
し
た
形
跡
は
認

め
ら
れ
な
い
。

(
的
問
)
註
〈
的
制
)
に
同
じ
。
〔
〕
内
は
筆
者
註
。

(

ω

)

「
東
三
省
金
融
整
理
委
員
曾
報
告
書
(
誇
文
〉
」
(
『
漏
銭
調
査
月
報
』

第
二
ニ
巻
第
二
鋭
、
一
九
一
一
一
一
一
一
年
〉
一
九
三
頁
。

(
間
以
〉
紙
幣
の
債
値
愛
動
に
つ
い
て
は
次
の
表
C
を
参
照
。

(
臼
〉
安
冨
歩
「
「
満
洲
園
」
経
済
開
設
と
圏
内
資
金
流
動
」
(
山
本
有
造
線

『
「
満
洲
園
」
の
研
究
』
、
京
都
大
拳
人
文
科
皐
研
究
所
、
一
九
九
一
一
一

年
)
二
四
一
一
貝
に
よ
る
と
、
「
一
九
二

0
年
代
の
満
洲
の
貿
易
牧
支
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は
、
大
豆
検
出
に
よ
っ
て
封
日
本
出
超
、
生
活
物
資
の
移
入
に
よ
っ
て

劉
中
園
関
内
入
超
と
い
う
状
態
を
績
け
て
い
た
。
こ
の
た
め
満
洲
は
過

剰
な
日
本
圃
資
金
を
上
海
銀
資
金
に
縛
換
し
て
劉
関
内
の
赤
字
を
決
済

す
る
必
要
に
常
時
迫
ら
れ
て
い
た
」
と
、
奉
天
票
を
含
む
中
園
側
の
銀

建
紙
幣
事
情
か
設
明
さ
れ
て
い
る
。
但
し
封
日
貿
易
へ
の
依
存
だ
け
で

涯
免
券
創
出
を
説
明
し
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
も
残
る
。
筆
者
は

重
要
な
背
景
の

一
つ
と
し
て
こ
の
設
明
を
理
解
す
る
。

(
臼
〉
『
貨
幣
史
』
八
二
四
頁
。

(
臼
〉
同
八
二
七
|
八
二
八
頁
。

(
回
)
註
(
臼
)
に
同
じ
。
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黒 (10吊)

奉(元)
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過(雨)

姶(元)
小(元)
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備考:黒髄江官帖の1915.1917-1920年J i晶燈銀の1921年は
不明。
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(
「
東
北
地
方
史

(
は
叫
〉
海
放

・
張
偉
ほ
か
「
近
代
奉
天
的
官
帖
輿
私
帖
」

研
究
』

一
九
八
六
年
第

一
期
〉
、
一
六
1

一一一一頁
。

(
m出
)
冨
吋
H
-
P
H
・品
問
-
H
8
8
ω
斗

|
ω
g
H
大
正
一
一
年
五
月
八
日
筆

者
不
明
第
一
九
一
九
披
「
奉
軍
出
動
-
一
関
ス
ル
日
支
官
民
ノ
感
想
並

ニ
経
済
界
ニ
及
ボ
ス
影
響
吠
況
ノ
件
」
(
関
東
隊
報
〉
。

(

)
内
も
原

文
通
り
。

(
同
叫
〉
宮
、
H，H
・∞
-
H
・
品
問
-
E
H
A
F
H
A
S
-
b
m
N
大
正
一
一
年
五
月
一
五
日

関
東
廓
警
務
局
関
機
高
牧
第
六
五
二
二
鋭
ノ
一
。

(
回
)
園
田
、
前
掲
『
財
政
』
四
三
頁
。

(
印
)
『
貨
幣
史
』
八
三
八
l
九
頁
。
原
典
は
『
銀
行
月
刊
』
〈
北
京
〉
第

五
巻
第
一
説
、
一
九
二
五
年
一
月
二
五
日
。

(

h

m

)

「
保
境
安
民
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
次
章
参
照
の
こ

'
Y
」。

(
臼
)
註
(
日
)
の
表
参
照
。

(
臼
〉
前
掲
『
替
政
権
時
代
ノ
東
北
財
政
朕
態
ト
満
洲
園
政
府
ノ
財
政
扶

態
』
一

O
頁。

(
臼
)
衣
章
第
三
節
参
照
。

(
臼
)
『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
一
五
年
第
二
各
上
六
一
七
1

八

頁

八

月
三
日
奉
天
・
吉
田
総
領
事
よ
り
幣
原
外
相
宛
第
二
二
三
競

「奉
天
票
ノ
暴
落
ニ
ヨ
ル
経
済
ノ
混
飢
-
一
関
ス
ル
件
」
。
も
っ
と
も
、

吉
田
は
王
の
行
政
的
手
腕
を
非
常
に
高
く
許
債
し
て
お
り
(
後
述
)
、

そ
の
勲
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
例
え
ば
黄
曾
元
「
張
作
森
統

治
東
北
時
代
奉
天
政
治
叢
談
」
(
『
吉
林
文
史
資
料
選
輯
』
一
九
八
四
年

第
四
輯
)
の
よ
う
に
、
奉
天
票
の
債
値
安
定
を
王
の
業
績
と
し
て
許
償

し
な
い
立
場
も
あ
る
。
ま
た
蛍
時
の
「
人
心
」
「
民
意
」
「
輿
論
」
と

一112-
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い
っ
た
用
語
に
は
若
干
の
注
意
を
要
す
る
(
次
章
参
照
〉
。

(
邸
)
西
村
成
雄
「
張
皐
良
政
権
下
の
幣
制
改
革
|
|
「
現
大
洋
票
」
の
政

治
的
合
意
|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
五

O
巻
第
四
鋭
、
一
九
九
二

年)。

(
肝
〉
宮
吋
「
∞

-
Y
A
H
m
-
E
H
a
s
-
a広
大
正
一
一
年
五
月
二
五
日

関
東
廓
警
務
局
臨
時
報
第
二
四
八
挽
(
秘
)
「
王
永
江
ノ
訓
示
」

(
関
東
軍
参
謀
部
報
〉
。

(
倒
〉
『
盛
京
時
報
』
一
九
二
二
年
五
月
一
一
一
一
日
「
王
代
長
勢
報
界
之
談

話」。

(
印
〉
塚
本
元
「
中
園
に
お
け
る
園
家
建
設
の
一
側
面
|
|
湖
南
一
九
一
九

ー
一
九
一
二
年
|
|
」
(
『
園
家
皐
舎
雑
誌
』
第
一

O
O巻
第
九
・
一

O
説
、
一
九
八
七
年
)
、
=
二
三
頁
。

〈m
N
)

豆
、
ロ
・
∞

-H-AH
同

-HMM
斗
阿
記

lJ『

N
S
大
正
一
一
年
六
月
八
日
開

東
腐
警
務
局
関
機
高
枚
第
七
五

O
五
鋭
ノ
一
臨
時
報
第
三
一
四

貌
「
東
三
省
各
界
代
表
曾
議
ト
其
結
果
」
。

〈
九
)
『
盛
京
時
報
』
一
九
一
一
一
二
年
一
一
一
月
一
日
「
奉
天
波
之
新
奮
人
物
同

王
永
江
奥
湯
字
震
(
下
〉
」
。

(
担
〉
『
現
代
史
資
料
況
漏
銭
1
』
二
三
四
頁
大
正
一
二
年
七
月
一
一
一
一
一

日
庶
調
情
第
別
競
(
奉
天
特
報
〉
秘
「
奉
天
波
の
封
時
局
舎
議
」
。

(η)
陸
軍
省
『
密
大
日
記
』
(
防
衛
藤
防
衛
研
究
所
所
蔵
〉
大
正
十
三

年
第
五
加
情
報
(
支
那
〉
「
支
那
園
際
管
理
研
究
」
(
大
正
十
二
年

九
月
十
日
〉
。

〈
九
)
大
野
三
徳
「
園
民
革
命
期
に
み
る
江
新
地
域
の
軍
閥
支
配
|
|
軍
閥

孫
俸
芳
と
「
大
上
海
計
萱
」
|
|
」
〈
『
名
古
屋
大
拳
東
洋
史
研
究
報

告
』
第
六
説
、
一
九
八
O
年)。

ハ
符
〉
『
現
代
史
資
料
鎗
満
銭
2
』
一
一
六
九
頁
大
正
二
二
年
四
月
二

六
日
第
五
披
秘
(
奉
天
特
務
機
関
報
〉
「
徐
樹
鍔
の
談
」
。

(
花
)

『盛
京
時
報
』
一
九
一
六
年
八
月
五
日
「
張
軍
長
劉
於
軍
民
分
治

之
反
刑
判
観
」
。

(η
〉
徐
世
田
国
が
東
三
省
の
総
督
・
巡
撫
制
へ
の
移
行
に
伴
い
様
々
な
機
関

を
新
設
し
、
財
政
難
を
深
刻
化
さ
せ
た
こ
と
は
前
章
で
述
べ
た
。

門
町
ゆ
)
冨
吋

H・∞
-H-AF
河

-HNNJas
大
正
一
一
年
六
月
一
一
一
一
一
日
関
東
臆

雄官
務
局
闘
機
高
校
第
八
三

O
八
鋭
ノ
一
臨
時
報
第
三
七
回
貌

「
東
三
省
園
民
促
成
統
一
舎
成
立
」
。

(
河
)
『
盛
京
時
報
』
一
九
二
二
年
一

O
月
二
五
日
「
省
長
頒
布
自
治
医

村
制
」
。

〈
加
〉
王
鴻
賓
主
編
、
前
掲
書
二
四
頁
。

(
但
〉
一
一
二
年
一
月
、
主
が
滞
銭
側
に
交
渉
を
申
し
入
れ
た
。
奉
海
線
は
大

一
旦
・
鎖
産
物
等
を
豊
富
に
産
出
す
る
東
部
を
湿
り
、
向
か
っ
一
九

O
五

年
二
一
月
の
日
清
瀬
洲
善
後
傑
約
附
属
秘
密
協
定
第
一
一
一
項
「
並
行
線
」

禁
止
保
項
に
抵
燭
す
る
た
め
、
営
初
瀬
銭
側
は
難
色
を
示
し
た
。
し
か

し
玉
は
挑
昂
(
挑
南
l
昂
々
渓
)
線
・
土
口
敦
〈
士
ロ
林
|
敦
化
〉
線
の
浦

織
に
よ
る
建
設
請
負
を
認
め
、
二
五
年
三
月
の
奉
海
線
着
工
に
こ
ぎ
つ

け
た
。
資
本
金
二

0
0
0高
元
(
奉
天
大
洋
〉
、
二

O
寓
株
。
先
ず
一

般
か
ら
投
資
を
募
り
、
残
額
を
政
府
が
負
指
す
る
官
民
合
緋
。
奉
海
・

挑
昂
爾
銭
道
問
題
の
交
渉
過
程
に
つ
い
て
は
、
士
ロ
林
社
曾
科
皐
院
編

『
満
銭
史
資
料
』
第
二
巻
路
構
篇
第
三
分
節
(
中
華
書
局
、
一
九
七

九
年
)
、
七
二
七
|
七
四
六
頁
。
筒
、
張
皐
良
政
権
期
を
中
心
と
す
る

が
東
三
省
の
自
弊
銭
道
問
題
を
扱
っ
た
、
尾
形
洋
一
「
東
北
交
通
委
員

曾
と
所
謂
「
浦
織
包
囲
餓
道
網
計
査
と
〈
『史
拳
雑
誌
』
第
八
六
編
第

-113ー



八
腕
、
一
九
七
七
年
〉
を
も
参
照
。

因
み
に
王
は
二
四
年
五
月
に
東
三
省
交
通
委
員
舎
(
東
北
交
遁
委
員

舎
の
前
身
)
委
員
長
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
責
曾
元
の
前
掲
論
文

は
奉
海
線
建
設
を
王
の
業
績
の
第

一
に
翠
げ
て
お
り
、
尾
形
氏
も
王
の

理
念
は
「
以
後
東
北
政
権
の
一
貫
し
た
目
標
と
な
」
(
前
掲
論
文
、
四

五
頁
〉
っ
た
と
し
て
高
く
評
僚
し
て
い
る
。
鍛
道
問
題
に
つ
い
て
は
中

東
銭
路
問
題
を
含
め
て
今
後
総
合
的
に
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

(
也
)
ニ
二
年
、
設
立
準
備
委
員
舎
委
員
長
に
任
じ
ら
れ
た
王
は
奉
天
の
赤

塚
総
領
事
の
「
勧
告
」
を
退
け
て
、
奉
天
省
九
割
・
黒
龍
江
省
一
割
の

費
用
負
櫓
に
よ
り
(
吉
林
省
は
王
の
葬
得
に
も
拘
ら
ず
加
わ
ら
な
か
っ

た
て
翌
年
一

O
月
二
四
日
の
開
校
式
を
迎
え
た
(
初
代
校
長
に
も
就

任
)
。
蛍
時
皐
生
は
約
四
八

O
名
で
数
職
員
は
約
五

O
名
で
あ
っ
た
。

張
皐
良
政
権
期
に
は
手
厚
い
保
護
を
受
け
、
一
九
二
九
年
に
は
年
閲
一

五
O
寓
元
も
支
給
さ
れ
て
い
た
(
同
年
、
北
卒
大
皐
は
九

O
寓
元
)
。

三
一
年
度
に
は
準
生
一
九
一

O
名、

数
職
員
二
四
九
名
と
い
う
大
規
模

校
と
な
っ
た
が

「
九
・
一

八
」
事
獲
以
降
各
地
を
縛
々
と
し
、
四
八
年

に
北
卒
で
駿
校
と
な
っ
た
。
王
振
乾
・
丘
琴
等
編
『
東
北
大
事
史
稿
』

(
東
北
師
範
大
摩
出
版
、
一
九
八
八
年
)
、
「
流
亡
の
大
皐
|
|
九
・

一
八
以
後
|
|
」
(
「
中
園
』
第
五
九
抗
、
一
九
六
八
年
)
、

減
式
毅
等

編
者
『
奉
天
通
士
山
』
巻
一
五
二
数
育
四
近
代
上
(
一
九
二
四
年
)

等
を
参
照
。

(
邸
)
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
二
二
年
二
月
一
六
日
「
関
東
租
借
地
の
司

法
権
支
那
側
の
回
枚
要
求
」
。

(
倒
〉
宮
吋
H

・H

・
N
-
s
m
-
E
g串
1
1
8
∞

津
よ
り
松
井
宛
第
六
一
一
説
。
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大
正
一
一
一
一
年
三
月
一
日

船

(
邸
〉
同
臼

N
H
1
s
u

熱
撞
頭
」。

(
部
)
註
(
制
)
に
同
じ
。

(
町
山
〉
園
田
一
範
『
東
一
一
一
省
の
政
治
と
外
交
』

年
〉
、
一
一
一

O
l
二
二
頁
。

(
邸
〉
宮
吋
H

・叶・
ω
・
ミ
河
-
N吋
印

色

白

1

品
目
∞
大
正
一
四
年
五
月
一
日

鍛
)
挑
南
公
所
長
よ
り
庶
務
部
長
宛
挑
設
第
九
四
続
。

(
卸
)
冨
吋

H・∞
-H-AFm-
巴
品
虫
色

l
u
E∞
大
正
一
四
年
一
月
九
日
奉

天
・
内
山
総
領
事
よ
り
幣
原
宛
公
第
一

O
銃
「
奉
天
省
議
曾
各
豚

・4
誠
曾
復
活
-
一
関
ス
ル
建
議
案
議
決
ノ
件
」
。

(
m
別
〉
『
感
京
時
報
』
一
九
二
五
年
一
月
一
一
二
日
「
豚
曾
議
員
名
額
規

定」
e

(
但
)
註
(
的
)
也
包
N

大
正
一
一
一
一
年
一
一
一
月
一
日
船
津
よ
り
幣
原
宛

機
密
公
第
五
一
挽
「
奉
天
省
議
舎
園
是
討
論
舎
組
織
-
一
関
ス
ル
件
」
。

(

m

ど
『
東
三
省
民
報
』
は
一
一
一
年
、
園
民
無
人
・
張
夢
九
が
創
刊
し
彼
の

波
後
牢
官
管
化
さ
れ
た
(
郁
其
文
、
前
掲
論
文
)
。
毎
月
「
軍
署
軍
需

庭
」
か
ら
大
洋
三

O
O
O元
が
支
給
さ
れ
、
「
省
署
・
署
政
務
腐
」
か

ら
新
聞
の
緩
行
を
監
観
す
る
人
員
が
波
遣
さ
れ
、
省
暑
か
ら
各
蘇
に
こ

の
新
聞
を
購
讃
す
る
よ
う
通
達
さ
れ
て
い
た
(
『
奉
天
逼
志
』
巻
一
四

四
民
治
三
報
館
〉
。
張
夢
九
が
創
立
し
趨
鋤
非
が
縫
い
だ
民
治
倶

進
舎
は
、
二
四
年
六
月
に
張
作
森
を
選
暴
線
監
督
と
す
る
公
認
圏
鐙
と

な
っ
て
お
り
(
豆
、
口
る
い
込

m
-
H
8
Sお
|
包
品
目
大
正
一
三
年
六

月
二
六
日
関
東
鷹
警
務
局
闘
機
高
校
第
一
三
四
六
三
挽
ノ
一

「
奉
天
ニ
於
ケ
ル
軍
政
曾
議
ノ
内
容
」
〉
、
以
上
の
経
緯
か
ら
言
っ
て
越

が
省
議
曾
に
糾
問
し
て
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
得
な

-114-

奉
天
情
報
第
=
二
四
挽
(
極
秘
〉

「
安
奉
線
回
枚

(
盛
京
時
報
社
、

一
九
二
五浦



115 

B
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(
m
m

〉
宮
、
口
-m-YAH
戸
HNAH
虫
色
|
虫
色
大
正
一
四
年
一
月
一

O
日

内
山
よ
り
幣
原
宛
機
密
公
第
八
貌
「
奉
天
省
議
舎
委
員
選
翠
ニ
関

ス
ル
件
」
。

(
川
出
)
宮
、
ロ
・
∞
-
r
h
m
-
H
N
N
ミ

g
1
3
2
大
正
一
一
年
一

O
月
二
五
日

中
山
・
関
東
膝
警
務
局
長
よ
り
埴
原
外
務
衣
官
他
宛
関
機
高
枚
第
一

五一

O
O鵠
ノ
一
(
秘
)
。

〈M
N
)

豆
、
口
・
∞
-
H
-
A
H
F
E
ω

呂
志

l
gミ
大
正
一
一
一
年
一
二
月
九
日

船
津
よ
り
伊
集
院
外
相
宛
第
二
七
三
貌
ノ
一
「
十
二
月
八
日
王
省

長
ノ
小
官
-
一
内
話
セ
ル
時
局
談
」
。

(
M
m

〉
豆
、
ロ
・
∞
-yhp戸
HNω

∞∞臼

l
g
g
大
正
一
一
-
一
年
一
月
二
九
日

船
津
よ
り
松
井
宛
機
密
公
第
二

O
競
「
東
一
一
一
省
ノ
内
面
的
事
情
ニ

閥
ス
ル
王
省
長
ノ
談
話
報
告
ニ
閥
ス
ル
件
」
。

(
m
出
〉
{
子
は
都
葛
。
一
八
八
五
年
、
奉
天
省
法
庫
蘇
生
ま
れ
。
日
本
の
陸
軍

土
官
皐
校
を
卒
業
し
、
一
九
二
ハ
年
に
張
作
家
の
参
謀
長
代
理
と
な
っ

た
。
一
八
年
に
軍
費
濫
用
の
罪
で
菟
職
と
な
っ
た
が
二
一
年
、
東
三
省

巡
閲
使
署
総
参
議
と
し
て
復
師
。
二
二
年
、
鎮
威
軍
総
参
謀
長
。
二
五

年
、
江
蘇
軍
務
督
排
。
二
六
年
、
安
園
軍
総
参
謀
長
。
二
九
年
、
張

慶
良
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
(
前
掲
『
現
代
中
華
民
闘
・
満
洲
園
人
名

鑑』)。

(
m
m
)

前
掲
『
奉
系
軍
関
槍
案
史
料
集
編
』
四
、
一
五
九
頁
、
一
九
二
三
年

四
月
一
目
。

(
ω
)

同
五
、
三
五
六
頁
、
一
九
二
六
年
春
(
月
日
不
明
〉
。
漏
月
庵
等

前
掲
論
文
、
一
五
六
頁
。

(
川
)
園
田
、
前
掲
『
張
作
森
』
、
四
二
四
頁
。

(
川
)
園
田
、
前
掲
『
東
三
省
の
現
勢
』
、
一
三
一
一
l
一一一四頁。

(
川
〉
註
(
邸
〉
に
同
じ
。
挑
昂
線
交
渉
に
蛍
っ
た
満
鍛
側
の
野
村
正
に
よ
れ

ば
、
王
の
「
意
中
ノ
人
物
」
は
政
務
麟
長
・
王
鏡
蜜
で
あ
っ
た
(
前
掲

『
満
銭
史
資
料
』
、
七
四
四
頁
〉
。
鏡
蜜
は
永
江
の
「
無
二
の
腹
心
」

(
園
田
、
『
東
三
省
の
現
勢
』
、
三
六
頁
〉
で
あ
り
、
挑
昂
局
長
が
い

か
に
重
要
な
ポ
ス
ト
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

(
問
)
『
密
大
日
記
』
大
正
十
五
年
第
六
加
「
郭
松
齢
ト
滞
参
謀
ノ
第

一
失
〈
十
一
月
二
十
七
日
)
舎
談
ノ
要
旨
(
於
昌
禦
)
」
。

(
則
)
同
「
十
二
月
十
日
郭
松
齢
ト
浦
参
謀
ト
ノ
舎
談
ノ
要
旨
」
。

(
川
〉
筆
者
が
主
に
参
照
し
た
の
は
以
下
の
も
の
。
白
井
勝
美
『
日
本
と
中

園
ー
ー
ー
大
正
時
代
|
|
』
(
原
書
房
、
一
九
七
二
年
〉
、
林
正
和
「
郭

松
齢
と
一
日
本
人
|
|
守
田
一
繭
松
盤
師
の
手
記
『
郭
ヲ
諌
メ
テ
』
に
つ

い
て
」
〈
『
駿
肇
史
事
』
第
三
七
続
、
一
九
七
五
年
)
、
江
口
圭
一
「
郭

松
齢
事
件
と
日
本
帯
園
主
義
」
(
『
人
文
皐
報
』
第
一
七
続
、
一
九
六

七
年
)
、
土
田
哲
夫
「
郭
松
齢
事
件
と
園
民
革
命
」
(
『
近
き
に
在
り

て
』
第
四
鋭
、
一
九
八
三
年
て
鈴
木
隆
史
「
奉
天
軍
関
と
日
本
帯
園

主
義
」
(
同
著
『
日
本
帯
園
主
義
と
満
州
一
九
O
O
l
一
九
四
五
』

上
巻
、
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
三

(
川
)
満
銭
庶
務
部
調
査
課
『
奉
郭
戟
重
要
日
誌
』
(
一
九
二
六
年
〉
、
二

頁。

〈
川
〉
『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
一
四
年
第
二
部
下
、
八

O
七
頁
、
一
一
月

二
O
六

T

二
七
日
吉
田
よ
り
幣
原
宛
(
不
明
〉
鋭
「
東
一
一
一
省
ノ
治
安
維
持
方

自
一
関
シ
意
見
上
申
並
ピ
ユ
我
方
ノ
方
針
指
示
ア
リ
タ
キ
件
」
。

(
川
〉
『
密
大
日
記
』
大
正
一
五
年
第
六
加
「
張
郭
戦
に
於
け
る
支
那
軍

除
に
関
す
る
諸
観
察
並
本
戟
飢
に
関
連
す
る
諸
問
題
」
。
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(
川
)
註
(
川
〉
、
八
五
一
一
貝
、
二
一
月
六
日
「
王
省
長
ノ
調
停
依
頼
ニ
ヨ

リ
内
山
領
事
守
田
醤
師
ヲ
郭
軍
司
令
部
へ
急
波
ノ
件
」
。

(
川
〉
満
銭
庶
務
部
調
査
課
『
奉
天
票
と
東
三
省
の
金
融
』
へ
一
九
二
六

年
〉
、
二
ハ
八
頁
。
場
設
口
一
月
二
ハ
日
(
後
事
。

(
川
〉
外
務
省
保
存
記
録
一
司
〈
包
H
U
r
g
H
N
(
3
S
N
N
言明
1
l
N
N
E吋
大
正

一
四
年
一
一
一
月
一
一
一
一
日
吉
田
よ
り
幣
原
宛
第
二
四
五
挽
極
秘
。

(
山
〉
前
掲
『
奉
郭
戟
重
要
日
世
話
』
、
二
一
|
一
一
一
一
一
貝
。

(
山
〉
註
〈
問
〉
八
九
八
1

八
九
九
頁
一
一
一
月
一
五
日
幣
原
よ
り
吉
田

宛
「
張
郭
爾
軍
ノ
決
戦
切
迫
ノ
形
勢
-
一
鐙
ミ
満
州
駐
劉
寧
補
依
波
兵

決
定
ニ
閥
シ
我
ガ
方
ノ
趣
旨
説
明
方
訓
令
ノ
件
」
。

(
川
)
同
九
二
五
l
九
二
六
頁
一
一
一
月
一
九
日
吉
田
よ
り
幣
原
宛

第
二
七
一
説
極
秘
「
奉
天
寧
挽
回
ノ
形
勢
ニ
鐙
ミ
菊
池
、
松
井
爾

軍
事
顧
問
底
分
暫
時
見
合
セ
ア
リ
タ
キ
件
」
。

(
川
)
現
在
の
研
究
で
は
、
こ
の
軍
隊
汲
遣
が
「
大
き
な
数
力
を
愛
揮
し
、

奉
張
を
九
死
よ
り
蘇
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
」
(
坂
野
良
吉
「
園
民
革

命
の
展
開
と
ワ
シ
ン
ト
ン
慢
制
の
務
質
」
『
東
ア
ジ
ア
世
界
の
再
編
と

民
衆
の
意
識
』
(
一
九
八
三
年
『
歴
史
皐
研
究
』
別
加
〉
所
枚
、
二
ハ

六
頁
)
と
い
う
の
が
定
読
で
あ
る
。

(
川
)
『
盛
京
時
報
』
一
九
二
五
年
一
二
月
一
一
一
二
日
「
各
法
圏
擬
設
保
安

舎」。

〈
川
)
冨
吋
「
∞
-
r
A
H
河
-HN日

H
O
H
m
∞
大
正
一
五
年
一
月
八
日

信
奉
天
設
第
八
銃
。

(
川
〉
佐
々
木
康
三
郎
編
『
奉
天
経
済
三
十
年
史
』

六
六
頁
。

(
山
)
園
田
、
前
掲
『
財
政
』
、
四
八
頁
。
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(
一
九
四

O
年)、 東

方
遁

(
川
〉
陳
裕
光
「
玉
永
江
整
頓
奉
省
財
政
之
前
前
后
后
」

料
選
輯
』
第
四
韓
、
一
九
八
三
年
〉
、
一
一
六
頁
。

(
山
)
貌
穏
群
、
前
掲
論
文
、
一
八
頁
。

(
印
)
『
密
大
日
記
』
大
正
一
五
年
第
六
節
電
報
人
件

松
井
少
終
よ
り
陸
軍
次
官
宛
。

〈
m〉
一
九
二
六
年
三
月
四
日
「
王
眠
源
寛
爾
呈
僻
?
向
不
無
挽
留
希

室
、
奥
個
人
談
話
」
。
こ
の
一
文
を
見
る
と
王
が
い
か
に
軍
隊
を
自
衛

の
手
段
と
し
て
考
え
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

(
川
)
字
は
雲
章
。
一
八
七
一
年
奉
天
省
遼
陽
豚
生
れ
。
九
七
l
一
九

O
四

年
、
渡
目
。
日
本
軍
の
逼
誇
を
務
め
た
後
、
一
二
年
に
遼
陽
州
知
州
、

つ
い
で
一
四
年
ま
で
特
波
交
渉
員
。
二

O
l二
二
年
、
園
務
院
参
議
。

二
五
|
二
七
年
、
東
省
特
別
直
行
政
長
官
(
二
六
年
か
ら
東
支
鍛
道
督

燐
品
就
任
〉
。
二
八
年
以
降
は
鞍
山
鍛
錬
振
興
公
司
等
の
線
排
と
し
て
財

界
に
重
き
を
な
し
た
。
「
浦
洲
園
」
の
監
察
院
長
と
な
っ
た
後
、
三
二

年
に
波
(
前
掲
『
現
代
中
華
民
園
満
洲
一
帝
一
園
人
名
鑑
』
)
。

(
山
)
豆
、
ロ
・
∞
-H
・
品
河
-
H
N日

H
O
品ω
hH
l
l
H
E
S

大
正
一
五
年
三
月
九
日

内
山
よ
り
幣
原
宛
機
密
公
第
二
ハ
九
披
「
王
省
長
ノ
辞
職
問
題
一
一

関
ス
ル
件
」
。

(
川
川
〉
同

H
E
g
l
g
h
o

同
年
一
一
一
月
一
一
一
日
内
山
よ
り
幣
原
宛
機

密
公
第
一
八
二
挽
「
王
省
長
ノ
去
就
ニ
閥
ス
ル
件
」
。

(
山
)
『
盛
京
時
報
』
一
九
二
六
年
八
月
五
日
「
保
境
安
民
亦
己
晩
尖
・
:

:
王
恨
源
針
子
新
聞
記
者
圏
之
談
話
」
。

註
(
山
〉
に
同
じ
。

註
(
則
)
に
同
じ
。

張
皐
良
政
権
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
圏
民
政
府
に
劃
す
る
分
治
合
作

(
『
吉
林
文
史
資

二
月
二
五
日
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の
主
張
に
は
、
こ
の
政
権
濁
自
の
背
景
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
が
張
作

森
政
権
か
ら
縫
承
し
た
部
分
を
加
味
す
る
必
要
を
感
じ
る
。
以
上
の
問

題
に
つ
い
て
は
西
村
、
前
掲
書
の
ほ
か
尾
形
洋
一
「
溶
陽
に
お
け
る
園

権
回
枚
運
動
|
|
遼
寧
省
園
民
外
交
協
舎
ノ

I
ト
1

1
」
(
『
祉
曾
科

皐
討
究
』
七
一
鋭
、
一
九
八
O
年
)
、
土
田
哲
夫
「
南
京
政
府
期
の
園

家
統
合
|
|
張
皐
良
東
北
政
権
(
一
九
二
八

1
一
二
一
年
)
と
の
関
係
の

例
|
|
」
〈
中
園
現
代
史
研
究
曾
『
中
園
園
民
政
府
史
の
研
究
』
汲
古

書
院
、
一
九
八
六
年
〉
等
を
参
照
。

(
問
〉
「
満
洲
園
」
濁
立
の
正
場
面
化
の
一
論
擦
と
さ
れ
た
中
園
人
の
図
鑑
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で
、
友
金
鎧
・
子
沖
漢
ら
が
中
心
と
な
り
「
軍
閥
政
治
」
の
非
を
訴
え

「
満
洲
」
の
濁
立
に
期
待
を
表
明
し
た
(
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
昭
和
六

年
一

O
月
一
目
、
及
び
本
庄
紫
、
前
掲
書
附
録
四
二

O
頁
、
「
関
東
軍

司
令
部
に
お
け
る
圏
際
聯
盟
調
査
員
の
質
議
態
答
事
項
抜
牽
」
昭
和
七

年
四
月
三

O
日
〉
。
筒
、
最
近
、
古
屋
哲
夫
「
「
満
洲
園
」
の
創
出
」

(
前
掲
註
(
臼
〉
『
「
満
洲
園
」
の
研
究
』
)
、
四
四
|
四
五
頁
も
地
方
維

持
委
員
禽
の
動
向
に
ふ
れ
て
い
る
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
昨
年
十
二
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
近
現
代
東
北
ア
ジ

ア
地
域
史
研
究
曾
大
舎
で
の
報
告
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
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The central figure in the political arena during this period was Chen

Qun, known for proposing the jiupin guanren fa九品官人法.Ａ number

of different views ｅχistregarding Chen's relation with the Cao family 曹氏.

In this paper, l refute the view which regards Chen as a loyal supporter of

the Cao family's rule. I show that first,he was descended from the‘qing-

liｕ清流' gentry, and second, that his political vision did not necessarily

agree with that of Wendi or Mingdi. Because of his views, friction soon

developed between him and Wendi. This friction, first visible in events

surrounding the trial of Bao χun 鮑動, grew more obvious during the reign

of Mingdi｡

　　

Sima Yi, who later carried out ａ coup d'etat and actually usurped the

throne, had some relation with Chen Qun, and rose in the political world

with him. Breaking with the Cao family, Sima formed connections with

distinguished families and developed into an even greater threat to Mingdi

than Chen Ｑｕｎ｡

　　

In the politics of this period, l detect the beginnings of the aristocratic

regime of the Siχ Dynasties period.

　　

CIVIL ADMINISTRATION AND SOCIETY IN

　

FENGTIAN奉天UNDER THE ZHANG ZUOLIN

張作霖REGIME―A look at Wang Yongjiang 王永江－

Shibutani Yuri

　　

This paper aims to explain the logic and actual conditions of the rule

over regional society, and regional society's wishes for and participation in

politics in Fengtian under the regime of Zhang Zuolin (1916-28).　Spe-

cifically,it considers the civil administration and finances　of Fengtian,

during the Baojing Anmin 保境安民period (1922-24), with special atten-

tion given to Wang Yong Jiang, ａ central figure from the last years of the

Qing to the rebellion of Guo Songling 郭松齢.

　　

Wang aimed for the stabilization and the independence of the adminis-

tration ａｎｄ丘nances of Fengtian, being problems since the last years of the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－3－



Qing. To accomplish his goals,it was necessary for him to make the

Fengtian Army contribute to public order, to absorb regionally in日uential

men into the lower levels of the regime, and to ｒｅ日ectin politicsthis

group's desire for regional development.　While the desires　of locally

influential men were manifested in the Rights Recovery Movement and

while there were some successes such as the construction of railways and

the establishment of Northeastern University 東北大學, politicalpolicies

which demanded the long-term plan of the actualization of rule in the

areas of financialstabilizationand civiladministration were not maintained

under the strengthening of the military governance. So, it could be said

there was a kind of limit｡

　　

Nevertheless, for regional society, the Zhang Zuolin regime was the

firstregional government that may be judged as having made some con-

tribution tｏ･society,and the firstin which men from the Fengtian region

assumed responsibilityfor both military governance and civil administra-

tion.

　　　　　　　　　　　　　

・
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